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新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
上
翻
刻

駒

井

信

勝

別

所

弘

淳

松

本

亮

太

一
、
は
じ
め
に

　

智
山
伝
法
院
で
は
、
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
千
二
百
五
十
年
慶
讃
事
業
の
一
環
と
し
て
『
十
巻
章
』（
以
下
、
慶
讃
版
『
十
巻
章
』）

を
製
作
し
、
令
和
五
年
三
月
に
出
版
し
た
。
こ
の
慶
讃
版
『
十
巻
章
』
製
作
に
当
た
っ
て
使
用
し
た
、
智
山
書
庫
所
蔵
の
堅
康
本
・

弘
現
本
・
覚
本
本
の
読
み
は
、
中
性
院
俊
音
房
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
を
起
点
と
し
な
が
ら
も
、
智
山
第
七
世
元
春
房
運

敞
（
一
六
一
四
～
一
六
九
三
）
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
堅
康
本
・
弘
現
本
・

覚
本
本
の
『
菩
提
心
論
』
の
奥
書
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

永
仁
三
（
二
歟
）年

（
甲
午
）
十
二
月
十
二
日
於
中
性
院
一
部
十
巻
私
意
楽
任
点
畢
是
偏
為
初
心
末
学
歟
後
賢
刊
定
而
已
／
南
山
隠
老

権
律
師　

頼
瑜
（
春
秋
／
六
十
九
）
／
／
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天
文
十
三
年
八
月
十
五
夜
点
畢
中
性
院
頼
瑜
御
正
本
申
請
点
之
後
学
縦
声
仮
名
之
不
審
雖
有
之
不
可
直
二
三
遍
／
校
合
了　

純

亮
／
／

寛
永
四
年
（
丁
卯
）
九
月
十
五
日
写
点
了　

正
運　

賢
秀
／
／

慶
安
元
年
五
月
念
日
旧
点
校
合
以（
朱
）今
以
朱
点
之

墨
加
之　

安
楽
寿
院
沙
門
運
敞
／
／（
１
）

　

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
頼
瑜
が
初
心
の
学
徒
の
た
め
に
加
点
し
た
本
を
純
亮
（
生
没
年
不
明
）
が
写
し
、
ま
た
純
亮
の
本
に
従
っ

て
賢
秀
（
生
没
年
不
明
）
も
書
写
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
賢
秀
の
本
に
基
づ
い
て
運
敞
が
校
合
し
て
そ
の
点
を
墨
書
き
に
て
加

え
て
い
る
。
こ
の
墨
書
き
を
、
堅
康
本
・
弘
現
本
・
覚
本
本
で
は
、
朱
書
き
に
て
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
堅
康

本
・
弘
現
本
・
覚
本
本
は
、
頼
瑜
の
読
み
を
起
点
と
し
な
が
ら
も
、
校
合
を
行
っ
た
運
敞
の
読
み
が
多
分
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
今
回
の
慶
讃
版
『
十
巻
章
』
製
作
で
は
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
み
し
か
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て
、
敢
え

て
使
用
を
避
け
た
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
が
新
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
あ
る（
２
）。
こ
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
奥
書
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
巻
上　

奥
書
】

（
御
本
云
）
永
仁
二
年
三
月
二
日
於
南
山
私
之
意
楽
任
点
畢　

頼
─
（
春
秋
／
六
十
（
十
九
歟
））

／
／

天
文
十
三
年
五
月
二
日
於
根
来
寺
以
中
性
院
御
正
本
点
了　

純
亮
／
／

寛
永
四
年
（
丁
卯
）
九
月
三
日
子
貝（
３
）写
点
了　

正
運　

賢
秀
／
／（
４
）

【
巻
中　

奥
書
】

（
御
本
云
）
永
仁
二
年
九
月
二
日
於
中
性
院
一
部
十
巻
私
意
楽
任
点
畢
是
偏
為
初
心
／
末
学
歟
後
賢
刊
定
而
已　

南
山
隠
老
権
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律
師
頼
瑜
（
春
秋
／
六
十
九
）
／
／

天
文
十
三
年
三
月
十
七
日
以
御
正
本
朱
墨
点
畢　

純
亮
／
／

寛
永
四
年
（
丁
卯
）
八
月
十
三
日
写
点
訖　

正
運　

賢
秀
／
／（
５
）

【
巻
下　

奥
書
】

（
御
本
云
）
永
仁
二
天
（
甲
午
）
九
月
八
日
於
紀
州
根
来
寺
中
性
院
一
部
十
巻
私
意
楽
任
点
是
偏
為
初
心
末
学
／
歟
後
賢
刊
定

而
已　

南
山
隠
老
権
律
師
頼
瑜
（
春
秋
／
六
十
九
）
／
／

天
文
十
三
年
六
月
十
七
日
於
根
来
寺
以
中
性
院
（
頼
─
）
御
正
本
朱
墨
点
畢
後
学
／
設
不
審
雖
有
之
不
可
直　

純
亮
房
／
／

寛
永
四
年
（
丁
卯
）
八
月
十
九
日
以
右
本
点
訖　

正
運　

賢
秀
／
／（
６
）

　

こ
の
よ
う
に
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
奥
書
に
は
、
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
の
奥
書
と
同
様
に
、「
頼
瑜
」・「
純
亮
」・「
賢
秀
」

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
運
敞
の
校
合
が
行
わ
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
頼
瑜
由
来
の
読
み
が
、
よ
り
反
映
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
各
巻
表
紙
裏
に
書
か
れ
た
識
語
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
各
巻
の

識
語
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
巻
上　

表
紙
裏
】

墨
点
声
仮
名
朱
引
朱
ノ
句
切
朱
導　

頼
─
御
本
也
／
／

朱
点
声
仮
名
以
別
本
写
之　

是
又
根
来
寺
点
也
／
／

【
巻
中　

表
紙
裏
】

墨
声
墨
仮
名
并
点
朱
引
朱
ノ
導
朱
ノ
句
切　

頼
─
御
点
也
／
／
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朱
点
朱
仮
名
朱
声
以
別
本
点
了　

是
亦
根
来
寺
点
也
／
／

【
巻
下　

表
紙
裏
】

墨
点
墨
声
并
仮
名
朱
引
朱
導
朱
ノ
句
切　
（
頼
─
）
御
本
也
／
／

朱
声
朱
仮
名
◦朱
点

以
別
本
之
根
来
点
写
之
／
／

　

す
な
わ
ち
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
は
、
頼
瑜
の
訓
点
が
記
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
根
来
寺
の
訓
点
を
も
付
す
、
大
変
貴
重

な
史
料
と
い
え
る（
７
）。

　

そ
の
た
め
、
頼
瑜
が
著
し
た
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
に
み
ら
れ
る
読
み
と
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵

宝
鑰
』
に
付
さ
れ
た
運
敞
校
合
以
前
の
読
み
、
運
敞
が
著
し
た
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
に
み
ら
れ
る

読
み
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
み
ら
れ
る
運
敞
校
合
以
降
の
読
み
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
反
映
さ
れ

た
読
み
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
検
討
を
行
う
基
礎

作
業
と
し
て
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
翻
刻
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

さ
て
、
本
稿
で
は
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
上
の
翻
刻
報
告
を
行
う
。
ま
た
、
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
（
８
）、
新
文
庫
所
蔵
『
秘

蔵
宝
鑰
』
巻
上
、
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
（
９
）、

堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
と
で
相
違
す
る
読
み
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
読
み

の
変
遷
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
う
。
こ
の
読
み
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
で
期
待
さ
れ
る
成
果
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

① �

頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
と
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
頼
瑜
の
著
作
か
ら
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
「
頼
瑜
の
読
み
」
と
、
賢
秀
に
伝
承
さ
れ
た
「
頼
瑜
の
読
み
」
に
異
同
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

② �

新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
・
根
来
点
と
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
運
敞
が
校
合
す
る
際
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に
頼
瑜
点
を
ど
れ
程
重
要
視
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ �
②
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
読
み
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
運
敞
以
降
の
智
積
院
に
お
け
る
「
十
巻
章
」
の

修
学
に
お
い
て
は
、
頼
瑜
点
、
根
来
点
、
運
敞
の
読
み
の
い
ず
れ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
書
誌
情
報

　

新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
書
誌
情
報
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

史
料
名
：
秘
蔵
寳
鑰　

員
数
：
三
帖　

資
料
番
号
：
新
文
庫
蔵
五
八
八
番
（
み
─
96
）

第
一
帖

版
本
。
粘
葉
装
。
法
量
縦
二
五
・
二
糎
×
横
一
五
・
八
糎
。
一
九
丁
。
頁
六
行
、
一
行
一
七
字
。
無
界
。
書
入
（
墨
・
朱
）・
仮

名
（
墨
・
朱
）・
返
点
（
墨
・
朱
）・
声
点
（
墨
・
朱
）・
朱
合
符
・
朱
引
・
朱
区
切
点
ア
リ
。
虫
損
ア
リ
。
料
紙
は
楮
紙
（
装
飾
：

具
引
）。
表
紙
素
紙
。

外
題
（
直
書
、
表
紙
左
上
）「
秘
藏
寳
鑰
巻
上
」
表
紙
右
上
「
五
地
函
」、
外
題
右
「
秘
蔵
寳
鑰
巻
上
」

表
紙
裏
「
墨
点
声
仮
名
朱
引
朱
ノ
句
切
朱
導　

頼
─
御
本
也

　
　
　
　

朱
点
声
仮
名
以
別
本
写
之　

是
又
根
来
寺
点
也
」

内
題
「
秘
蔵
寳
鑰
巻
上
」

尾
題
「
秘
蔵
寳
鑰
巻
上
」

奥
書
「（
御
本
云
）
永
仁
二
年
三
月
二
日
於
南
山
私
之
意
楽
任
点
畢　

頼
─
（
春
秋
／
六
十
（
十
九
歟
））
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天
文
十
三
年
五
月
二
日
於
根
来
寺
以
中
性
院
御
正
本
点
了　

純
亮

　
　
　

寛
永
四
年
（
丁
卯
）
九
月
三
日
子
貝
写
点
了　

正
運　

賢
秀
」

印
記
（
一
丁
右
下
、
朱
方
印
陽
刻
複
廓
）「
妙
智
院
」（
縦
五
・
〇
糎
×
横
二
・
〇
糎
）

第
二
帖

版
本
。
粘
葉
装
。
法
量
縦
二
五
・
〇
糎
×
横
一
五
・
七
糎
。
二
八
丁
。
頁
六
行
、
一
行
一
七
字
。
無
界
。
書
入
（
墨
・
朱
）・
仮

名
（
墨
・
朱
）・
返
点
（
墨
・
朱
）・
声
点
（
墨
・
朱
）・
合
点
（
墨
・
朱
）・
朱
合
符
・
朱
引
・
朱
区
切
点
ア
リ
。
虫
損
ア
リ
。
料

紙
は
楮
紙
（
装
飾
：
具
引
）。
表
紙
素
紙
。

外
題
（
直
書
、
表
紙
左
上
）「
秘
藏
寳
鑰
巻
中
」
表
紙
右
上
「
五
地
函
」

表
紙
裏
「
墨
声
墨
仮
名
并
点
朱
引
朱
ノ
導
朱
ノ
句
切　

頼
─
御
点
也

　
　
　
　

朱
点
朱
仮
名
朱
声
以
別
本
点
了　

是
亦
根
来
寺
点
也
」

内
題
「
秘
蔵
寳
鑰
巻
中
」

尾
題
「
秘
蔵
寳
鑰
巻
中
」、
尾
題
左
「
奉
報　

大
師
之
遺
恩
為
遂
現
當
之
／
心
願
謹
以
開
印
板
矣
」

奥
書
「�（
御
本
云
）
永
仁
二
年
九
月
二
日
於
中
性
院
一
部
十
巻
私
意
楽
任
点
畢
是
偏
為
初
心
／
末
学
歟
後
賢
刊
定
而
已　

南
山
隠

老
権
律
師
頼
瑜
（
春
秋
／
六
十
九
）

　
　
　

天
文
十
三
年
三
月
十
七
日
以
御
正
本
朱
墨
点
畢　

純
亮

　
　
　

寛
永
四
年
（
丁
卯
）
八
月
十
三
日
写
点
訖　

正
運　

賢
秀
」

印
記
（
一
丁
右
下
、
朱
方
印
陽
刻
複
廓
）「
妙
智
院
」（
縦
五
・
〇
糎
×
横
二
・
〇
糎
）

第
三
帖
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版
本
。
粘
葉
装
。
法
量
縦
二
五
・
一
糎
×
横
一
五
・
七
糎
。
三
四
丁
。
頁
六
行
、
一
行
一
七
字
。
無
界
。
書
入
（
墨
・
朱
）・
仮

名
（
墨
・
朱
）・
返
点
（
墨
・
朱
）・
声
点
（
墨
・
朱
）・
朱
合
符
・
朱
引
・
朱
区
切
点
ア
リ
。
虫
損
ア
リ
。
料
紙
は
楮
紙
（
装
飾
：

具
引
）。
表
紙
素
紙
。

外
題
（
直
書
、
表
紙
左
上
）「
秘
藏
寳
鑰
巻
下
」
表
紙
右
上
「
五
地
函
」

表
紙
裏
「
墨
点
墨
声
并
仮
名
朱
引
朱
導
朱
ノ
句
切　
（
頼
─
）
御
本
也

　
　
　
　

朱
声
朱
仮
名
◦朱
点

以
別
本
之
根
来
点
写
之
」

内
題
「
秘
蔵
寳
鑰
巻
下
」

尾
題
「
秘
蔵
寳
鑰
巻
下
」

奥
書
「�（
御
本
云
）
永
仁
二
天
（
甲
午
）
九
月
八
日
於
紀
州
根
来
寺
中
性
院
一
部
十
巻
私
意
楽
任
点
是
偏
為
初
心
末
学
／
歟
後
賢

刊
定
而
已　

南
山
隠
老
権
律
師
頼
瑜
（
春
秋
／
六
十
九
）

　
　
　

天
文
十
三
年
六
月
十
七
日
於
根
来
寺
以
中
性
院
（
頼
─
）
御
正
本
朱
墨
点
畢
後
学
／
設
不
審
雖
有
之
不
可
直　

純
亮
房

　
　
　

寛
永
四
年
（
丁
卯
）
八
月
十
九
日
以
右
本
点
訖　

正
運　

賢
秀
」

印
記
（
一
丁
右
下
、
朱
方
印
陽
刻
複
廓
）「
妙
智
院
」（
縦
五
・
〇
糎
×
横
二
・
〇
糎
）

三
、
本
文
に
付
さ
れ
る
記
号
に
つ
い
て

　
《
返
り
点
》

　

漢
文
を
訓
読
す
る
際
に
、
原
文
の
字
順
と
は
異
な
る
順
で
下
か
ら
上
に
返
っ
て
読
む
こ
と
を
示
す
た
め
の
記
号
で
あ
る
。
新
文
庫

所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
い
て
も
、
レ
点
、
一
二
点
、
上
中
下
点
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
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で
使
用
さ
れ
る
返
り
点
に
は
、
一
部
現
行
の
用
法
と
は
異
な
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
現
行
の
用
法
で
は
一
字
を
返
読
す
る
際
は
主
に

レ
点
、
二
文
字
以
上
返
る
と
き
は
一
二
点
を
用
い
る
が
、
本
史
料
で
は
一
字
返
読
の
際
に
も
一
点
が
用
い
ら
れ
る
事
例
が
散
見
さ
れ

る
。
例
え
ば
、「
如
是
」
を
「
是
の
如
く
」
と
訓
読
す
る
際
、
現
行
の
用
法
で
は
「
如
レ
是
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
本
史
料
で
は
「
如

是
一
」
と
表
記
さ
れ
、
こ
の
場
合
の
多
く
は
二
点
が
表
記
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
文
字
の
左
側
の
中
央
に
「

」
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
も
返
り
点
の
表
記
の
一
種
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

用
例
を
見
る
と
、
一
二
点
の
一
点
な
ど
か
ら
返
読
し
、
さ
ら
に
上
の
文
字
に
返
っ
て
読
む
文
字
に
付
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
未

だ
三
界
を
離
れ
ず
」
と
訓
読
す
る
場
合
、
現
行
の
用
法
で
は
、「
未
レ
離
二
三
界
一
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
史
料
で
は
「
未

離0
三
界
一
」
と
表
記
さ
れ
た
り
、「
出
離
す
可
き
こ
と
難
し
」
と
訓
読
す
る
「
難
レ
可
二
出
離
一
」
が
「
難
可0
出
離
一
」
と
表
記
さ
れ
る
。

　
《
合
符
》

　

主
に
文
字
と
文
字
の
間
に
記
さ
れ
る
縦
線
の
こ
と
を
合
符
と
呼
ぶ
。
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
は
頼
瑜
点
の
み
に
み
ら
れ
、

朱
書
き
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
左
側
に
付
さ
れ
た
も
の
を
「
訓
合
符
」
と
呼
び
、
訓
読
み
す
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
中
央
や

右
側
に
付
さ
れ
る
合
符
は
「
音
合
符
」
と
呼
び
、
音
読
み
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
音
合
符
の
う
ち
、
中
央
に
付
さ
れ
た
も
の
は
「
呉

音
読
み
」、
右
側
に
付
さ
れ
た
も
の
は
「
漢
音
読
み
」
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
牛ご

狗く

」
と
呉
音
で
読
む
場
合
は
中
央
に
記
さ
れ
、

「
牛
ぎ
ゅ
う

頭と
う

」
と
漢
音
で
読
む
場
合
は
右
側
に
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
中
央
に
記
さ
れ
る
合
符
に
関
し
て
は
、
単
に
熟
語
を
示
す
た
め
に

記
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
必
ず
し
も
呉
漢
の
読
み
分
け
を
目
的
と
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
《
区
切
り
点
》

　

本
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
「

」
の
記
号
は
、
文
章
の
区
切
り
を
示
す
点
で
あ
る
。
文
字
の
下
側
中
央
、
或
い
は
右
寄
り
に
記
さ

れ
る
。
現
代
の
文
章
に
お
い
て
読
点
「
、」
や
中
黒
「
・
」
が
付
さ
れ
る
よ
う
な
箇
所
で
は
中
央
に
付
さ
れ
、
句
点
「
。」
の
よ
う
に
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文
章
の
区
切
り
を
示
す
箇
所
で
は
右
寄
り
に
点
が
付
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
区
切
り
点
も
合
符
と
同
様
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵

宝
鑰
』
で
は
頼
瑜
点
の
み
に
み
ら
れ
、
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　
《
声
点
》（
（1
（

　

漢
字
の
傍
ら
に
記
さ
れ
て
い
る
「
〇
」
の
記
号
を
声
点
と
い
う
。
も
と
も
と
は
五
世
紀
頃
の
中
国
の
言
語
文
化
の
中
で
、
漢
字
の

声
調
（
ア
ク
セ
ン
ト
）
に
四
種
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、「
四
声
」
と
し
て
分
類
さ
れ
た
。
こ
の
四
声
を
示
す
た
め
に
文

字
の
四
隅
に
付
け
ら
れ
た
記
号
を
四
声
点
と
い
う
。
四
声
点
は
順
に
、
左
下
「
平
声
」、
左
上
「
上
声
」、
右
上
「
去
声
」、
右
下
「
入

声
」
を
示
す
。
日
本
に
お
い
て
も
こ
の
四
声
の
体
系
が
導
入
さ
れ
、
平
安
時
代
中
期
頃
の
文
献
で
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

各
声
の
音
調
は
、
平
声
は
低
く
平
ら
な
音
調
、
上
声
は
高
く
平
ら
な
音
調
、
去
声
は
低
か
ら
上
へ
上
昇
す
る
音
調
、
入
声
は
低
く

平
ら
で
語
尾
が
つ
ま
る
音
調
と
さ
れ
る
。
関
西
弁
で
「
茶
碗
天
目
」
と
発
声
す
る
際
の
、
茶
が
平
声
、
碗
が
上
声
、
天
が
去
声
、
目

が
入
声
の
音
調
に
相
当
す
る
と
古
来
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
各
声
の
音
調
を
博
士
で
示
す
と
、
平
声
は
角
、
上
声
は
徴
、
去
声
は

角
徴
、
入
声
は
角
と
な
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
中
国
の
純
粋
の
四
声
点
に
加
え
、
い
く
つ
か
声
点
が
追
加
さ
れ
る
。
ま
ず
、
文
字
の
下
側
中
央
に
点
を
付
し

た
も
の
を
「
フ
（
不
）
入
声
」
と
い
う
。
中
国
の
四
声
で
は
、
語
尾
が
-p ‌-t ‌-k
の
よ
う
な
内
破
音
で
終
わ
る
短
く
つ
ま
る
語
が
入

声
と
分
類
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
日
本
語
で
発
音
す
る
と
語
尾
が
「
フ
・
ツ
・
ク
・
チ
・
キ
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
語
尾
が
「
ツ
・
ク
・
チ
・
キ
」
と
な
る
も
の
を
入
声
と
し
、
語
尾
が
「
フ
」
と
な
る
も
の
を
フ
入
声
と
し
て
、
別
に
分
類
し
た
。

例
え
ば
、
入
声
に
あ
た
る
語
と
し
て
「
滅
」「
釈
」「
八
」「
識
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
フ
入
声
に
あ
た
る
語
と
し
て
「
法
」
や
「
執
」

等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
古
い
仮
名
表
記
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ホ
フ
」「
シ
フ
」
と
な
る
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
諸し
ょ

法ほ
う

」
と
い
う
と

き
は
「
法
」
の
下
側
の
中
央
に
点
が
付
さ
れ
る
が
、「
法ほ
っ

身し
ん

」
と
読
む
と
き
は
「
法
」
の
右
下
に
点
が
付
さ
れ
る
。
な
お
、
声
調
は
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平
声
や
入
声
と
同
じ
く
、
低
く
平
ら
に
発
音
さ
れ
、
博
士
で
は
角
の
音
で
示
さ
れ
る
。

　

次
に
、
文
字
の
左
中
央
に
点
を
付
し
た
も
の
を
「
平
声
軽か
る

」
と
い
う
。
平
声
軽
は
「
押
し

た
る
声
」
と
い
い
、
始
め
を
高
く
後
を
低
く
発
声
す
る
語
で
あ
る
。
博
士
で
は
徴
角
と
示
さ

れ
る
。
ま
た
、
文
字
の
右
中
央
に
点
を
付
し
た
も
の
を
「
入
声
軽
」
と
い
う
。
入
声
軽
は
語

尾
が
入
声
と
同
様
「
ツ
・
ク
・
チ
・
キ
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
声
と
同
じ
く
高
く
発

声
さ
れ
る
語
で
あ
る
。
博
士
で
は
徴
で
示
さ
れ
る
。

　

こ
の
他
に
も
上
部
中
央
に
点
を
付
し
た
「
毘
富
羅
声
」
が
あ
り
、
上
声
と
同
じ
く
高
く
唱

え
る
声
と
い
わ
れ
、
天
台
宗
や
法
相
宗
で
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
野
や
根
来
で

は
上
声
と
区
別
し
な
い
た
め
、
毘
富
羅
声
は
用
い
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
い
て
も
「
平
声
」「
上
声
」「
去
声
」「
入

声
」
の
四
声
に
「
フ
（
不
）
入
声
」「
平
声
軽
」「
入
声
軽
」
を
加
え
た
七
声
の
体
系
に
よ
る

声
点
が
見
ら
れ
る
。
声
点
の
位
置
と
博
士
の
関
係
は
図
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
声
点
は
漢
字
の
清
音
・
濁
音
を
区
別
す
る
際
に
も
使
用
さ
れ
る
。
〇
が
一
つ
で
表
記
さ
れ
る
も
の
は
清
音
で
、
〇
が
二
つ

並
ん
で
表
記
さ
れ
る
も
の
は
濁
音
で
読
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
横
に
二
つ
並
ん
だ
表
記
の
濁
音
を
「
本
濁
」
と
い
い
、
本
来
濁
っ

て
読
む
文
字
に
付
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
仏
道
」
な
ど
で
あ
る
。
竪
に
二
つ
並
ん
だ
も
の
は
「
新
濁
」
と
い
い
、
本
来
清
音
に
読
む

字
で
あ
る
が
、
上
に
来
る
文
字
と
の
関
連
に
よ
っ
て
、
音
便
上
濁
っ
て
読
む
文
字
に
付
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
衆
生
」
の
場
合
、「
生
」

の
字
は
本
来
清
音
で
読
む
字
で
あ
る
が
、
上
の
字
と
の
関
連
に
よ
り
「
ジ
ョ
ウ
」
と
濁
っ
て
読
む
た
め
、
新
濁
で
表
記
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
声
点
の
付
さ
れ
る
位
置
が
漢
音
と
呉
音
と
で
は
異
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
声
点
に
よ
り
漢
音
読
み
・
呉
音
読
み
の
判
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別
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
聖
人
」
の
場
合
、
漢
音
で
は
「
聖せ
い

人じ
ん

」
と
読
み
、
呉

音
で
は
「
聖
し
ょ
う

人に
ん

」
と
読
む
。
漢
音
の
「
せ
い
じ
ん
」
の
声
点
は
、「
聖
」
に
は
去
声
に
付
き
、「
人
」

に
は
平
声
に
付
く
。
呉
音
の
「
し
ょ
う
に
ん
」
の
声
点
は
、「
聖
」
に
は
平
声
に
付
き
、「
人
」
に
は

去
声
に
付
く
。
こ
の
よ
う
に
入
声
を
除
い
て
、
同
じ
文
字
を
漢
音
で
読
む
場
合
と
呉
音
で
読
む
場
合

で
は
、
四
声
点
が
上
下
で
逆
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
要
す
る
に
、
漢
音
の
平
声
の
字
を
呉
音
で
読
む

場
合
は
上
声
か
去
声
に
な
り
、
漢
音
の
上
声
や
去
声
の
字
を
呉
音
で
読
め
ば
、
平
声
と
な
る
と
い
う

具
合
で
あ
る（
（1
（

。
た
だ
し
入
声
（
フ
入
声
）
に
つ
い
て
は
、
漢
音
で
あ
れ
呉
音
で
あ
れ
、
声
点
の
位
置

が
入
れ
替
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

ま
た
、
文
字
が
連
続
す
る
場
合
、
上
声
或
い
は
去
声
の
文
字
の
下
に
去
声
の
文
字
が
く
る
と
、
下

の
去
声
の
文
字
の
四
声
は
上
声
に
変
化
す
る
と
い
う
法
則
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
言
説
」
と
い
っ
た

場
合
、「
言
」
の
字
は
去
声
で
あ
る
の
で
四
声
点
は
去
声
に
付
さ
れ
る
が
、「
真
言
」
と
い
う
よ
う
に

去
声
の
字
「
真
」
の
下
に
来
た
場
合
、「
言
」
の
字
の
四
声
点
は
上
声
に
付
さ
れ
る
。

　

以
上
、
基
本
的
な
声
点
の
法
則
を
示
し
た
が
、
声
点
に
よ
っ
て
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
正
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
不
可

能
に
近
い（
（1
（

。
し
か
し
、
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
声
・
フ
入
声
の
違
い
、
清
濁
、
呉
音
・
漢
音
の
区
別
な
ど
、
読

み
方
を
判
別
す
る
た
め
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
凡
例

１　

�

本
稿
は
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
本
文
に
書
き
加
え
ら
れ
た
、
ル
ビ
、
送
り
仮
名
、
返
り
点
、
合
符
、
声
点
等
の
「
訓
読
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現代密教　第33号
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の
た
め
の
加
点
」
の
翻
刻
で
あ
る
。

２　
�

原
則
と
し
て
、
原
本
に
お
い
て
黒
色
で
記
さ
れ
て
い
る
文
字
や
記
号
は
黒
色
、
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
灰
色
で
示
し
た
。

（
黒
、
朱
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
に
示
し
た
各
巻
の
表
紙
裏
の
識
語
参
照
）

３　

�

声
点
が
同
一
箇
所
に
黒
と
朱
の
両
方
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
例
外
と
し
て

で
示
し
た
。

４　

�

返
り
点
、
合
符
、
声
点
な
ど
の
記
号
に
つ
い
て
は
、
つ
と
め
て
原
本
に
記
さ
れ
て
い
る
位
置
と
同
様
の
位
置
に
示
し
た
。（
各

記
号
の
意
味
に
つ
い
て
は
前
節
参
照
）

５　

�

史
料
中
に
文
字
や
記
号
の
所
在
が
確
認
で
き
る
が
、
虫
損
や
汚
れ
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
箇
所
に
は
□
を
記
し
た
。

６　

�

返
り
点
に
つ
い
て
、
現
代
の
用
法
と
は
異
な
る
使
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
原
本
の
表
記
通
り
に
示
し
た
。

７　

�

比
較
の
便
宜
の
た
め
、
体
裁
は
慶
讃
版
『
十
巻
章
』【
本
文
編
】
に
合
わ
せ
た
。
原
本
の
改
頁
の
位
置
に
は
＊
を
付
し
、
丁
数

を
下
部
に
記
し
た
。

８　

�

原
本
で
は
本
文
の
漢
字
に
つ
い
て
旧
字
・
略
字
・
異
体
字
が
混
用
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

９　

�

新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
表
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
と
、
慶
讃
版
『
十
巻
章
』
で
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
が
異
な
る
箇
所
に

は
、
下
部
に
※
に
て
異
同
を
記
し
た
。�

�

　

例
…
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』「
花
」　

慶
讃
版
『
十
巻
章
』「
華
」　　
　

※
花
…
華

10　

�

ヿ
・

・
乄
な
ど
略
字
仮
名
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

五
、
本
文
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秘
蔵
宝
鑰
巻
上
　
　
并
序
　
　
　
　
　
沙
門
遍
照
金
剛
撰 

 

 

　
悠
悠
悠
悠
太
悠
悠
　
内
外
縑
緗
千
万
軸 

　
杳
杳
杳
杳
甚
杳
杳
　
道
云
道
云
百
種
道 

　
書
死
諷
死
本
何
為
　
不
知
不
知
吾
不
知 

　
思
思
思
思
聖
無
心
　
牛
頭
嘗
草
悲
病
者 

　
断
菑
機
車
愍
迷
方
　
三
界
狂
人
不
知
狂 

　
四
生
盲
者
不
識
盲
　
生
生
生
生
暗
生
始 

　
死
死
死
死
冥
死
終 

至
如
空
花
眩
眼
亀
毛
迷
情
謬
著
実
我
酔
心
封
執
渇
鹿
野
馬
奔
於 

塵
郷
狂
象
跳
猿
蕩
於
識
都
遂
使
十
悪
快
心
日
夜
作
六
度
逆
耳
不

イ
ウ

タ
リ

タ
リ

タ
リ

タ

ノ

ケ
ン

シ
ヤ
ウ

ノ

ツ

カ
ト
リ
ア
サ
キ

ヱ
ウ

タ
リ

タ
リ

タ

ヲ

ヒ

ヲ

ニ

ノ

ア
リ

ト

フ

ト

ラ

フ
ニ

タ
ヱ

カ
キ

ヨ
ミ

タ
ヱ
ナ
マ
シ
カ
ハ

モ
ト

イ
カ
カ
セ
マ
シ

ラ

レ
モ

ラ

ス

ス

一

一

一

ヒ

ヒ

ヒ

ヘ
ト
モ
セ
イ
モ

ケ
ン
シ
ル
コ
ト

フ
ニ

ハ

レ
ト
モ
コ
コ
ロ

ハ

レ
ト
モ
シ
ル
コ
ト

キ
ウ

ト
ウ

メ
テ

ヲ

ミ

一

シ

ワ
カ
ツ
テ

ア
ヤ
ツ
テ

ヲ
一

レ
ム

ヲ

ノ

ハ

セ
ル
コ
ト
ヲ

タ
フ
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ

二

一

ノ

マ
ウ

ハ

ス

サ
ト
ラ

シ
ラ

レ

二

一
ナ
ル
コ
ト
ヲ

メ
シ
井
タ
ル
コ
ト
ヲ

シ

シ

シ

ス
レ
ト
モ
ク

二

一

ノ

ニ

シ

シ

シ

ス
レ
ト
モク

ラ
シ

ノ

リ
ニ一

二
イ

テ
ハ

ニ

レ

下

ク
ル
メ
カ
シ
コ
ヲ

ヘ

一

ハ
ス
カ
ロ
ヲ

レ

上

テ

シ
テ二

ニ
一

フホ
ウ

セ
リ

ハ
シ
リ二

ハ
セ

ニ
一

テ
ウ

ヲ
ト
ル

ヱ
ン

ト
□
カ
ル
ル
カ中

タ
ウ
ス

ニ
上

ツ
井
ン
シ
テ

シ
テ

ニ

レ

カ
ナ
フ
テ

ニ

リ

サ
カ
ヘ
テ

ニ

レ

三

＊

タ
リ

セ
ン

＊
一
丁
左

ス

ス

※

※
花…

華

※

※
猿…

猨

＊

＊
一
丁
右
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入
心
謗
人
謗
法
不
顧
焼
種
之
辜
耽
酒
耽
色
誰
覚
後
身
之
報
閻
魔 

獄
卒
構
獄
断
罪
餓
鬼
禽
獣
焔
口
挂
体
輪
廻
三
界
跉
跰

四
生 

 

大
覚
慈
父
観
此
何
黙
是
故
設
種
種
薬
指
種
種
迷
意
在
此
歟
於
焉 

修
三
綱
五
常
則
君
臣
父
子
之
道
有
序
不
乱
習
六
行
四
禅
則
厭
下 

 

欣
上
之
観
勝
進
得
楽
唯
薀
遮
我
八
解
六
通
因
縁
修
身
空
智
抜
種 

無
縁
起
悲
唯
識
遣
境
則
二
障
伏
断
四
智
転
得
不
生
覚
心
独
空
慮 

絶
則
一
心
寂
静
不
二
無
相
観
一
道
於
本
浄
観
音
煕
怡
念
法
界
於 

初
心
普
賢
微
咲 

心
外
礦
垢
於
此
悉
尽
曼
荼
荘
厳
是
時
漸
開
摩
吒
恵
眼
破
無
明
之 

昏
夜
日
月
定
光
現
有
智
之
薩
埵
五
部
諸
仏
擎
智
印
森
羅
四
種
曼 

荼
住
法
体
駢
填
阿
遮
一
睨
業
寿
之
風
定
多
隷
三
喝
無
明
之
波
涸 

レラ

ニ

シ

シ
テ

ヲ

ヲ

リ
ミ

ノ

ツ
ミ
ヲ

リ

ニ

テ

ロ
ニ

カ

ラ
ン

ノ

ヲ

二

一

一

三

二

一

レ

レ

二

一

ハ
カ
マ
ヱ
テ

ヲ
コ
ト
ハ
リ
ミ
ヲ

ハ
ホ
ノ
ヲ
ニ
シ
ヲ

ミ
ヲ

シ

ニ
リ
ヤ
ウ
ヒ
ヤ
ウ
ス

ニ

レ

レ

レ

レ

二

一

二

一

テ
イ
ヲ

サ
ス
ラ
フ

ノ

ミ
テ

レ
ヲ

カ
モ
タ
シ
玉
ハ
ン

ニ
マ
ウ
ケ
テ

ノ

ヲ

シ
メ
ス

ノ

ヲ

ロ

ル

レ
ニ
カ

コ
コ
ニ

レ

二

一

二

一

レ

ソ

リ

ス
レ
ハ

ヲ

チ

ミ
チ

テ

ツ
イ
テ

ス

レ

ヘ
ハ

ヲ

ヱ
ン

一

レ

レ

二

一

コ
ン

シ
テ
ウ

ヲ

ニ

ス
レ
ハ
ヲ

ア
リ

ニ

ス
レ
ハ
ヲ

ヲ

ク

レ

レ

レ

レ

ム
レ
ハ

ニ

シ

ヲ

ニ

ヤ
レ
ハ

ヲ

シ

ス

ニ

リ

ヲ

リ
ヨ

ニ
シ
テ

ナ
リ

ヲ

ニ

キ

イ
シ

ス
レ
ハ

ヲ

二

一

二

ニ

シ
玉
フ

一
ノ
ク
ワ
ウ

ク

コ
コ
ニ

ク

キ

ノ

ノ

キ
ニ

ク

ク

マ

タ
ノ

ハ

シ
二

コ
ン

ヲ

ノ

ハ

ス

ヲ

ノ

ハ
サ
サ
ケ
テ

ヲ

タ
リ

ノ

二

一

二

一イ
ヨ
ヨ
カ
ニ
ツ
ラ
ナ
ル

ハ

シ
テ

ニ

ヘ
ン

テ
ン
タ
リ

ケ
イ
ス
レ
ハ

シ
ツ
マ
リ

レ
イ

ア
イ
ス
レ
ハ

カ
レ
ヌ

ツ
キ
ヌ

ミ
ツ

ツ
ラ
ナ
リ

二

ミ
チ

＊

＊
二
丁
右

＊

＊
二
丁
左

＊

＊
三
丁
右

一

カ
ク

二

ヲ
サ
ム
レ
ハ

レ

レ

レ

ス
レ
ハ

ス
レ
ハ

一

一

リ

※

※
薀…

蘊

※

※
摩…

麼 
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八
供
天
女
起
雲
海
於
妙
供
四
波
定
妃
受
適
悦
於
法
楽
十
地
不
能 

窺
窬
三
自
不
得
歯
接
秘
中
之
秘
覚
中
之
覚 

 
 

吁
吁
不
知
自
宝
狂
迷
謂
覚
非
愚
而
何
考
慈
切
心
非
教
何
済
投
薬 

在
此
不
服
何
療
徒
論
徒
誦
医
王
呵
叱
爾
乃
九
種
心
薬
払
外
塵
而 

遮
迷
金
剛
一
宮
排
内
庫
而
授
宝
楽
不
楽
得
不
得
自
心
能
為
非
哥 

非
社
我
心
自
証
而
已
求
仏
薩
埵
不
可
不
知
摩
尼
燕
石
驢
乳
牛
醐 

不
可
不
察
不
可
不
察
住
心
深
浅
経
論
明
説
具
列
如
後 

頌
曰 

　
帰
命
金
剛
内
外
寿
　
離
言
垢
過
等
空
因 

　
作
遷
慢
如
真
乗
寂
　
制
体
旗
光
蓮
貝
仁 

　
日
幢
華
眼
鼓
勃
駄
　
金
宝
法
業
歌
舞
人

ノ

ハ

シ

ヲ

ニ

ノ

ヒ
ハ

ク

ヲ

ニ

モ

ス

ハ

キ

ユ
ス
ル
コ
ト

モ

ス

シ
セ
ウ
ス
ル
コ
ト
ヲ

カ

ノ

カ

ナ
リ

ス

ア
ア

ラ

ヲ

ヲ
ヲ
モ
ヘ
リ
ト

ヤ

ニ

カ
ン

ナ
リ

ニ

ハ

ニ

ン
カ

ハ
ン

ヲ

ナ
ク
ル
コ
ト

リ

レ
ニ

ハ

セ

カ

セ
ン

ラ
ニ

ニ

シ

ス
レ
ハ

カ

シ
ツ
シ
タ
マ
フレ
ハ

チ

ノ

ハ

テ

ヲ

シ

ヲ

ノ

ハ

テ

ヲ

ク

ヲ

ト

ト

ト

ト

ク

ナ
ス

ス

カ
ニ

ス

シ
ヤ
ニ

ラ
ミ

ス

ラ
ク
ノ
ミ

ノ

ラ

ハ
ア
ル
ラ

ト

ヱ
ン

セ
キ
ト

ト

ト

ハ
ア
ル
セ

セ

ノ

ニ

ニ

ケ
リ

サ
ニ

ル
コ
ト
シ

ノ

ニ

ク

シ
上
ル

ノ

ト

ト

セ
ン

ノ

ト

セ
イ

テ
イ

キ

ト

ハ
イ
ノ

ク
ノ

ホ

タ
ト

ノ

ト

下

二

一

二

二

レ

一

一

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

一

一

レ

ウ
カ
カ
ヒ
ミ
ル
ノ
ソ
ク

マ
シ
□
リ
マ
シ
ハ
ル
コ
ト

ウ

ウ
ト
シ
テ

ヲ
ン
ノ
ヲ
ン
ノ

シ
テ

ン
ソ

イ
ヤ
ス

ヒ
ラ
イ
テ

チ
チ
ニ
モ

ハ
ハ
ニ
モ

＊

＊
三
丁
左

＊

＊
四
丁
右

ヨ
ハ
ヒ
シ

レ

ヽ

ヲ

ソ

ノ

誾

革

蛙

悪

刊

亜

維

瓜

於

箇

崖
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捏
鋳
尅
業
威
儀
等
　
丈
夫
無
礙
過
刹
塵 

我
今
蒙
詔
撰
十
住
　
頓
越
三
妄
入
心
真 

褰
霧
見
光
無
尽
宝
　
自
他
受
用
日
弥
新 

軷

祖
求
伽
梵
　
幾
郵
到
本
床
　
如
来
明
説
此
　
十
種
入
金
場 

已
聴
住
心
数
　
請
開
彼
名
相
　
心
名
後
明
列
　
諷
読
悟
迷
方

第
一
異
生
羝
羊
心 

第
二
愚
童
持
斉
心 

第
三
嬰
童
無
畏
心 

第
四
唯
薀
無
我
心 

凡
夫
狂
酔
　
不
悟
吾
非
　 

但
念
婬
食
　
如
彼
羝
羊 

由
外
因
縁
　
忽
思
節
食
　

施
心
萌
動
　
如
穀
遇
縁

外
道
生
天
　
暫
得
蘇
息
　 

如
彼
嬰
児
　
犢
子
随
母 

唯
解
法
有
　
我
人
皆
遮
　 

羊
車
三
蔵
　
悉
摂
此
句 

子
ツ

ト
ノ

ニ
シ
テ

ニ

ス
キ
玉
ヘ
ル
ヲ

レ

マ

テ

ヲ

ス

ヲ

ニ

シ
テ

ヲ

ル

ニ

カ
カ
ケ
テ
ヲ

ル
ニ

ヲ

ノ

ラ
ア
リ

ス
ル
コ
ト
ヒ
ヒ
ニ

ヨ
ア
ラ
タ
ナ
リ

ハ
ツ

ソ
シ
テ

ム

ヲ

イ
ク
ム
マ
ヤ
ア
テ
カ

ニ

ニ

マ
ヘ
リ
レ
ヲ

ニ
シ
テ

ル
ト

ニ

ニ

ツ

ノ

ヲ

コ
フ

ケ

ノ

ヲ

ノ

ハ

ニ

カ
ニ

子
タ
リ

シ
テ

レ

ヲ

ニ

ハ

シ
テ

ス

ラ

カ

ヲ

シ

コ
ト

ヲ

シ

ノ

ノ

テ

ノ

ニ

ニ

フ

ヲ

シ
テ

シ

ノ

フ
カ

ニ

ハ

シ
テ

ニ

ク

ウ

ヲ

シ

ノ

ト

ト
ク

ト
ノ

フ
カ

ニ

シ

サ
ト
テ

ヲ

ナ

ス

ノ

ハ

ク

ス

ノ

ニ

中

上

レ

二

一

二

一

二

一

レ

レ

ト

ナ
リ

二

一

二

一

一

二

一

ハ
ク
ノ
イ
ウ
ニ
シ
テ
カ

□

ル
コ
ト
ヲ

二

一

二

一

二

一

ヌ

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

三

二

一

レ

二

一

二

レ

二

一

二

一

ス
ル
コ
ト

ル
カ

＊

＊
四
丁
左

ル

キ
ン

※
尅…

刻

※

※

※
斉…

齋

※

※
薀…

蘊

現代密教　第33号

― 68 ―

現代密教　第33号　
� P. 68真言宗智山派 216.0

302.0
×１

五校（68）仮＿



　 

        

第
一
異
生
羝
羊
心 

異
生
羝
羊
心
者
何
凡
夫
狂
酔
不
弁
善
悪
愚
童
癡
暗
不
信
因
果
之 

第
七
覚
心
不
生
心 

第
九
極
無
自
性
心 

第
十
秘
密
荘
厳
心 

顕
薬
払
塵
　
真
言
開
庫
　

秘
宝
忽
陳
　
万
徳
即
証 

一
如
本
浄
　
境
智
倶
融
　

知
此
心
性
　
号
曰
遮
那 

水
無
自
性
　
遇
風
即
波
　

法
界
非
極
　
蒙
警
忽
進 

第
八
如
実
一
道
心 

第
六
他
縁
大
乗
心 

第
五
抜
業
因
種
心 

八
不
絶
戯
　
一
念
観
空
　

心
原
空
寂
　
無
相
安
楽 

無
縁
起
悲
　
大
悲
初
発
　

幻
影
観
心
　
唯
識
遮
境 

修
身
十
二
　
無
明
抜
種
　

業
生
已
除
　
無
言
得
果 

＊

シ
テ

ニ

ヲ

ク

ヲ

ヲ

ニ

テ

ニ

ヲ

ニ

シ
テ

ヲ

テ

ル

ニ

シ
テ

ヲ

ニ

ス

ヲ

ニ

ツ

ヲ

ニ

ス
レ
ハ
ヲ

ニ
シ
テ

ナ
リ

ニ
シ
テ

ニ

ス

ヲ

ノ

ヲ

シ
テ

フ

ト

ハ

シ

テ

ニ

ナ
ミ
タ
ツ

ハ

ニ

レ
ハ

テ

ニ

イ
マ
シ
メ
ヲ

ム
ナ
リ

ハ

ヒ

リ
ヲ

ハ

ク

ヲ

ニ

シ
テ

ス

チ

ト

ソ

シ
テ
ス

ヘ

ヲ

ニ
シ
テ
ル

セ

ヲ

二

一

レレ

レレ

レ

一

レ

一

二

一

二

二

一

一

一

一

レ

レ

一

一

ニ

＊
五
丁
右

＊

＊
五
丁
左

チ

ニ

コ
シ
テ

□
ハ

ヽ

ヽ
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名
也
凡
夫
作
種
種
業
感
種
種
果
身
相
万
種
而
生
故
名
異
生
愚
癡 

 
無
智
均
彼
羝
羊
之
劣
弱
故
以
喩
之 

 
夫
生
非
吾
好
死
非
亦
人
悪
然
猶
生
之
生
之
輪
転
六
趣
死
去
死
去 

沈
淪
三
途
生
我
父
母
不
知
生
之
由
来
受
生
我
身
亦
不
悟
死
之
所 

去
顧
過
去
冥
冥
不
見
其
首
臨
未
来
漠
漠
不
尋
其
尾
三
辰
戴
頂
暗 

同
狗
眼
五
嶽
載
足
迷
似
羊
目
営
営
日
夕
繋
衣
食
之
獄
趁
逐
遠
近 

墜
名
利
之
坑
加
以
磁
石
吸
鋼
則
剛
柔
馳
逐
方
諸
招
水
則
父
子
相 

親
父
子
親
親
不
知
親
之
為
親
夫
婦
相
愛
不
覚
愛
之
為
愛
流
水
相 

続
飛
燄
相
助
徒
縛
妄
想
之
縄
空
酔
無
明
之
酒
既
如
夢
中
之
遇
還 

似
逆
旅
之
逢
洎
如
一
二
従
道
而
展
生
万
物
因
三
而
森
羅
自
在
能 

生
梵
天
所
作
未
知
生
人
之
本
誰
談
死
者
之
起

ク
テ

ノ

ヲ

スシ

ノ

ヲ

ニ
シ
テ

ス

ニ

ク

ト

ナ
ル
コ
ト

ノ

ヒ
ト
シ

ナ
ル
ニ
ニ

テ

フ

レ
ニ

レ

ハ

ス

カ

ム
ニ

ハ

ス

タ

ヒ
ト

ニ
ク
ム

ト
モ

ヲ

シ

ユ
キ

シ

テ

シ

ニ

シ

リ

シ

テ

ス

ニ

ス
ル

ヲ

モ

ラ

ヲ

ル

ヲ

カ

モ

ラ

ヲ

レ
ハ

ヲ

ト
シ
テ

ノ

メ
ヲ

メ
ハ

ニ

ト
シ
テ

子

ノ
ヲ
ハ
リ
ヲ

ケ
ト
モ
キ
ニ

キ
コ
ト

ニ

シ

クク
ノ

カ
ン
ニ

ノ
ス
レ
ト
モ
ヲ

フ
コ
ト

ヘ
ル
コ
ト

タ
リ

ニ
ヱ
イ

ト
シ
テ

セ
キ
ニ
ツ
ナ
カ
レ
イ

シ
ノ

ニ

ワ
シ
リ
ヲ
フ
テ
ヱ
ン

キ
ン
ニ

ヲ
ツ

ア
ナ
ニ
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
シ

シ
ヤ
ク
ス
ヘ
ハ
カ
ウ
ヲ

カ
ウ

シ
ウ

ハ
セ

シ
タ
カ
ヒフ

ケ
ハ

ヲ

ヒ

シ
タ
シ
ム

ノ

タ
ル
モ

ラ

ノ

タ
ル
コ
ト
ヲ

フ
ノ

ヒ

ス
ル
モ

ラ

ノ

タ
ル
コ
ト
ヲ

リ
ウ

ヒ

ツ
キ

ヒ

ヱ
ン

ヒ

ク

ニ
シ
ハ
ラ
レ
テ

ノ

ニ

ク

ヘ
リ

ニ

ニ

シ

ニ

ア
ヘ
ル
カ
テ

タ
リ
ケ
キ

リ
ヨ
ニ

ア
フ
コ
ト
ル
ニ

イ
タ
テ
ハ
キ
ニ
ク
ニ

シ

ヨ
リ
ミ
チ
ニ

チ
ン

セ
イ
シ

テ

ニ

タ
リ

ノ

ナ
シ

ノ

ナ
リ
ト
云
カ
タ

ラ

ノ

モ
ト
井
ヲ
カ

セ
ン

ノ

リ
ヲ

ハ

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

一
ナ
リ

レ

レ

二

一

二

一

一

レ

二

一

レ

レ

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

レ

二

一

一

二
イ
ヌ
ノ

一

ヲヲ

ニニ
一

ノ

メ
ニ

二

二

一

一

二

ト
シ
テ
ヲ
ヒ
テ
ヲ
ン

コ
ン

二

一

一

ク
ロ
カ
子
ヲ

レ

レ

三

二

一

三

レ

二

一

二

二

一

一

二

ノ

一

二

レ

下

フ
ニ

レ

レ

一

ク

シ

ナ
リ
ト
ナ
ス上

ス

一

二

一

ツ
ナ

＊

＊
六
丁
左

＊

＊
六
丁
右

ヽ

フ
コ
ト
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遂
乃
豺
狼
猨
虎
咀
嚼
於
毛
物
鯨
鯢
摩
竭
呑
歠
於
鱗
族
金
翅
食
龍 

羅
刹
喫
人
人
畜
相
呑
強
弱
相
噉
況
復
弓
箭
亘
野
猪
鹿
之
戸
絶
種 

網
罭
籠
沢
魚
鼈
之
郷
滅
族
鷹
隼
飛
而
鷩
鵠
流
涙
敖
犬
走
而
狐
兎 

断
腹
禽
獣
尽
心
未
飽
厨
屋
満
舌
不
厭
強
窃
二
盗
迷
珍
財
而
受
戮 

和
強
両
姧
惑
娥
眉
而
殺
身
四
種
口
業
任
舌
作
斧
三
箇
意
過
縦
心 

自
毒
無
慚
無
愧
八
万
之
罪
尽
作
自
作
教
他
塵
沙
之
過
常
為
都
不 

覚
知
一
一
罪
業
招
三
悪
之
苦
一
一
善
根
登
四
徳
之
楽 

有
云
人
死
帰
気
更
不
受
生
如
此
之
類
名
断
見
有
云
人
常
為
人
畜 

常
為
畜
貴
賤
常
定
貧
富
恒
分
如
此
之
類
名
常
見
或
持
牛
狗
戒
或 

投
死
恒
河
如
此
之
類
曰
邪
見
邪
見
外
道
其
数
無
量
不
知
出
要
祖 

習
妄
見
如
是
等
類
皆
悉
羝
羊
之
心
也

ニ

チ

サ
イ

ラ
ウ

サ
ン

コ
ハ
シ
ヨ

シ
ヤ
ク
シ

ヲ
ケ
イ

ケ
イ

カ
ツ

ト
ン

セ
ツ
ス

ソ
ク
ヲ

シ

ハ
ミ
リ
ヨ
ウ
ヲ

ク
ラ
フ

ヲ

ヒ

ノ
ミ

カ
ウ

ヒ
ク
ラ
フ

ヤ

キ
ウ

セ
ン
ワ
タ
レ
ハ
ヤ
ヲニ
チ
ヨ

ク
ノ

ト
ホ
ソ
コ

チ

ヲ

ハ
ウ

コ
ク
コ
ム
レ
ハ
サ
ハ
ヲ
キ
ヨ

ヘ
ツ
ノ

サ
ト
ホ
ロ
ホ
スヤ
カ
ラ
ヲヨ

ウ
シ
ユ
ン
ト
ベ
ハ

ヘ
ツ

コ
ク

シ

ヲ

カ
ウ

ケ
ン

レ
ハ

コ

ト

ツ
ハ
ラ
ハ
タ
ヲ

ハ

レ
ト
モ

ニ
ハ

タ

ア
カ
チ
ウ

ヲ
ク
ニ
ハ
ト
モ

ニ
ハ

イ
ト
ハ
カ
ウ

ハ

テ

ニ

ケ

リ
ク
ヲ

カ
ン
ハ
マ
ト
フ
テ
カ

ヒ
ニ

コ
ロ
ス

ヲ

ノ

ハ

テ

ニ

リ

オ
ノ
ヲ

カ
ノ

ハ
ホ
シ
イ
マ
マ
ニ
シ
テ

ニ

ミ 

ラ

ナ
リ

サ
ン

ニ
シ
テ

ミ

ク

リ

シ
テ

ノ

ト
カ

ニ

ナ
ス
ス
ベ
テ

セ

ノ

ハ

キ

ノ

ク
ヲ

ノ

ハ

ト
云
コ
ト
ヲ

ノ

ニ

ル
カ

ク

ト
ハ

シ
テ

ヱ
ル
ケ
ニ

ス
ト

ヲ

ヲ
ハ

ク

ト

カ

ク

ト
ハ

ニ

タ
リ

ハ

ニ

タ
リ

ニ

テ

フ

ニ

レ
タ
リ
ト

ヲ
ハ

ク

ト

ハ

チ

コ

ク
ノ

ヲ

ハ

ト
ウ

シ
ス

ニ

ヲ
ハ

ト

ノ

ノ

ス

ナ
リ

シ
テ

ヲ

ソ
ト
シ

ナ
ラ
ヘ
リ

ヲ

ノ

ハ

ク

ナ
リ

カ
ミ

ク
ラ
ヒ

二

一

二

ノ
ミ

ス
ス
ル

一

二

レ

一

一

レ
タ
子
ヲ

ウ
ラ
ア
ミ

レ

一

キ
ヤ
ウ

レ
ソ
ク

タ
カ
ハ
ヤ
フ
サ

テ

レ

テ

ロ
ハ

ス

一

レ

テ
ト
モ

ア
キ
タ
ラ

マ
ト
ツ
テ

一

一

ツ
ミ

ケ
ン
ヲ
カ
ス
マ
ヨ
フ
テ二

レ

一

一

シ
タ
カ
テ

一

ス

レ

下
井
ツ

二

二

マ
子

一

中

上

ケ

ス

キ
ニ一

レ

レ

レ

一

二

一

レ

レ

マ
リ

フ
ク

一

二

二

二

一

二

ナ
ク

ヲ

一

レ

一

二

一

一

一

ラ
ノ

ハ

＊

＊
七
丁
右

＊

＊
七
丁
左

＊

＊
八
丁
右

一

レ
　
ト

ヽ

※
猨…

狻

※

※

※
敖…

獒 

※

※
腹…

腸 
※

※
娥…

蛾 

※

※
兎…

新
文
庫
本
で
は 

　
　
「
㝹
」
の
ヽ
が
ム 
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頌
曰 

　
凡
夫
盲
善
悪
　
不
信
有
因
果
　
但
見
眼
前
利
　
何
知
地
獄
火 

　
無
羞
造
十
悪
　
空
論
有
神
我
　
執
著
愛
三
界
　
誰
脱
煩
悩
鎖 

問
依
何
経
建
立
此
義
答
大
日
経
也
彼
経
何
説
経
云
秘
密
主
無
始 

生
死
愚
童
凡
夫
執
著
我
名
我
有
分
別
無
量
我
分
秘
密
主
若
彼
不 

観
我
之
自
性
則
我
我
所
生
余
復
計
有
時
地
等
変
化
瑜
伽
我
建
立 

浄
不
建
立
無
浄
乃
至
声
非
声
秘
密
主
如
是
等
我
分
自
昔
以
来
分 

別
相
応
希
求
順
理
解
脱
秘
密
主
愚
童
凡
夫
類
猶
如
羝
羊 

龍
猛
菩
提
心
論
云
謂
凡
夫
執
著
名
聞
利
養
資
生
之
具
務
以
安
身 

恣
行
三
毒
五
欲
真
言
行
人
誠
可
厭
患
誠
可
棄
捨

ニ

ク

ハ
メ
シ
井
テ

ニ

セ

ル
コ
ト
ヲ

シ

ミ
ル
カ
ン

ノ

ヲ
ノ
ミ

ソ

ン

ノ

ヒ
ヲ

シ
テ
ハ
ツ
ル
コ
ト
テ

ヲ

ク

ス

ト

シ
テ

ス

ヲ

カ

レ
ン

リ
ヲ

テ
カ

レ
ノ

ニ

ス
ル
ヤ

ヲ

ナ
リ

ノ

ニ

ン
カ

ク

ニ

ク

ノ

ハ

シ
テ

ニ

ス

ノ

ヲ

シ

レ

レ
ハ

セ

ノ

ヲ

ト

ト

ス

ハ

ス

ト

ト

ノ

ト

ノ

ト

ノ

ト

ノ

ト

ト

ト

キ

ラ
ノ

ハ

リ

シ

タ

ト

シ
テ
ケ

ス

ノ

ヲ

ノ

ハ

シ

シ

ノ

ノ

ニ

ク

ハ

シ
テ

シ

ノ

ニ
イ
ト
ナ
ム
ニ
シ

ヲ

ホ
シ
マ
マ
ニ
ス

ヲ

ニ

シ

ス

ニ

シ

ス

二

一

一一

一

二

一

一

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

二

一

二

レ

一

レ

二

一

一

一

二

一

二

一

二

二

一

一

二

二

一

二

一

テ

ル

ク
サ
リ
ヲ

ク

ト
ニツ
ト
ム
ル

四
韻＊

＊
八
丁
左

＊

＊
九
丁
右

二

ノ

ヽ

ヽ

キ
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第
二
愚
童
持
斎
心 

夫
禿
樹
非
定
禿
遇
春
則
栄
華
増
仌

何
必
氷
入
夏
則
泮
注
穀
牙
待 

湿
卉
菓
結
時
至
如
戴
淵
改
心
周
処
忠
孝
礦
石
忽
珍
魚
珠
照
夜
物 

無
定
性
人
何
常
悪
遇
縁
則
庸
愚
庶
幾
大
道
順
教
則
凡
夫
思
斉
賢 

聖
羝
羊
無
自
性
愚
童
亦
不
愚 

是
故
本
覚
内
薫
仏
光
外
射
欻
爾
節
食
数
数
檀
那
牙
種
疱
葉
之
善 

相
続
而
生
敷
花
結
実
之
心
探
湯
不
及 

五
常
漸
習
十
善
鑚
仰
言
五
常
者
仁
義
礼
智
信
仁
名
不
殺
等
恕
己 

施
物
義
則
不
盗
等
積
而
能
施
礼
曰
不
邪
等
五
礼
有
序
智
是
不
乱 

等
審
決
能
理
信
不
妄
之
称
言
而
必
行
能
行
此
五
則
四
序
玉
燭
五 

才
金
鏡
国
行
之
則
天
下
昇
平
家
行
之
則
路
不
拾
遺
挙
名
顕
先
之 

レ
カ
フ
ロ
ナ
ルキ

ハ

ス

メ
テ

ル
ニ

ト
キ
ハ
ニ

チ

サ
カ
ヘ
ハ
ナ
サ
クカ

サ
ナ
ル
ナ
レ
ルヒ

ハ

ン
ソ

ス
ヒ
ナ
ラ
ン
ル
ト
キ
ハ
ニ

チ

ト
ケ
ソ
ソ
ク
コ
ク

ケ

チ

ウ
ル
ヲ
ヒ
ヲク井

ク
ワ

フ

ニ

テ
ハ

ク
ニ
タ
イ

ヱ
ン

メ

ヲ

ア
ツ
シ
カク

ワ
ウ

モ

ニ
チ
ン
ナ
リ

モ

ス

ヲ

ニ

シ

レ
ル

ト

ソ

ニ

ナ
ラ
ン
フ
ト
キ
ハ
ニ

チ

ヨ
ウ

モ

コ
ヒ

子
カ
ヒ
　
　
フ

ヲ

ニ

ス
ル
ト
キ
ハ

チ

モ

フ

ヒ
シ
カ
ラ
ン
ト

ニ

シ

モ

タ

ア
ラ
ス

ニ

ノ

ニ

チ
ニ

カ
ニ
シ
ヤ
シ
テ

シ
ニ

コ
ツ

シ

ソ
ク

ニ

ス

ケ

ハ
ウ

エ
フ
ノ

シ
テ

シ

フ

タ
ン

タ
ウ

ナ
リ

ク

ヒ

サ
ン

キ
ヤ
ウ
ス

ト

ナ
リ

ヲ
ハ

ク

ニ

レ
ヲ

ヲ
モ
ム
ハ
カ
ツ
テ

ス

ニ

ハ

タ
ウ

ナ
リ
ツ
ン
テ

ク
ホ
ド
コ
ス
ヲ
ハ

フ

ト

レ
イ

リ

ツ
井
テ

ハ

レ

ラ
ン

ナ
リ

シ

ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ニ

ク

ハ
ル

ハ

ノ

ナ
リ

ツ
テ

ス

ス

ク
ス
ル
ト
キ
ハノ

ツ
ヲ

チ

シ
ヨ
ク
シ

サ
イ

キ
ン

ケ
イ
ナ
リ
ニ

ヘ
ハ

ヲ

チ

セ
ウ

ヘ
イ
ナ
リ
ニ

ヘ
ハ

ヲ

チ

ニ

ス

ヒ
ロ
ハ
ヲ
チ
タ
ル
ヲ
ケ

ヲ

ス

セ
ン
ヲ

二

一

レ

一

一

レ

レ

下

一

上

一

二

一

レ

二

レ

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

一

レ

二

一

一

レ

一

一

一

ト
ク

シ
ユ
ハ

ニ
シ
モ
ヘ
ハ

ソ
ウ

シ
モ

レ
ハ

ヲ

タ
カ
ラ
ナ
リ

ヘ
ハ

ツ
タ
ナ
シ
ヲ
ロ
カ

ヘ
ハ

イ
テ
ニ
ハ
カ
ニ

サ
グ
ル

ヲ

ハ

ク

ナ
リ

ア
キ
ラ
カ
ニ

ナ
フ

ヘ
ハ

シ
ウ

井
セ

＊

＊
九
丁
左

＊

＊
十
丁
右

ヽ

ヽ

ニ

□

レ

□
□
シ

□

※

※
花…

華
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妙
術
保
国
安
身
之
美
風
外
号
五
常
内
名
五
戒
名
異
義
融
行
同
益 

別
断
悪
修
善
之
基
漸
脱
苦
得
楽
之
濫
觴
故
経
云
下
品
五
戒
生
贍 

部
洲
中
品
五
戒
勝
身
国
上
品
牛
貨
上
上
及
無
我
鬱
単
越
広
説
之 

四
洲
人
民
各
有
王
者
王
有
五
種
粟
散
四
輪
王
此
五
種
王
必
乗
十 

善
而
来
御
故
仁
王
経
云
十
善
菩
薩
発
大
心
長
別
三
界
苦
輪
海
中 

下
品
善
粟
散
王
上
品
十
善
鉄
輪
王
習
種
銅
輪
二
天
下
銀
輪
三
天 

性
種
性
道
種
堅
徳
転
輪
王
七
宝
金
輪
四
天
下 

今
案
此
文
王
者
及
民
必
行
五
戒
十
善
得
生
人
中
未
有
棄
此
能
得 

前
生
修
善
今
生
得
人
此
生
不
修
還
墜
三
途
春
種
不
下
秋
実
何
獲 

善
男
善
女
不
可
不
仰
不
可
不
仰
十
悪
十
善
之
報
聖
王
凡
王
之
治 

具
如
十
住
心
論

チ

ヲ

ス
ル

ヲ

ナ
リ

ニ
ハ

シ

ト

ニ
ハ

ク

ト

シ
テ

シ

シ
テ

ナ
リ

キ

ラ
ン
シ
ヤ
ウ
ナ
リ
ニ

ニ

ク

ノ

ハ

シ

ニ

ノ

ハ

ナ
リ

ハ

コ

ク
ヱ
ナ
リ

ト

ヒ

ト
ハ
ウ
ツ

ヲ
ツ
ナ
リ
ク

ハ

ヲ

ノ

ニ

リ

ニ

リ

ソ
ク

ト

ト
ナ
リ
ノ

ノ

ハ

ス

シ
テ

ニ

コ
ス

ニ

ニ

ク

ノ

ハ

シ
テ

ヲ

ク

ル

ノ

ヲ

ノ

ハ

ノ

ナ
リ

ハ

ナ
リ

ハ

ニ
シ
テ

ナ
リ

ハ

ニ
シ
テ

ナ
リ

ノ

ハ

ナ
リ

ノ

ニ
シ
テ

ナ
リ

ス
ル
ニ

ヲ

ヒ

タ
ミ

ス

シ
テ

ヲ

コ
ト
ヲ

ニ

タ

ラ

ス
テ
テ

ヲ

ク

ト
云
コ
ト

ニ

シ
テ

ヲ

ウ

ヲ

ノ

ニ

ハ

セ

テ

チ
ナ
ン

ニ

ノ

子
ヲ
ス
ハ

サ

ノ

ミ

ソ

ヱ
ン

カ

カ

ノ

ノ

ノ

ニ
ハ

シ

一

一

二

一

二

一

二

一

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

レ

下

一

上

一

一

一

二

一

一

レ

レ

レ

一

一

一

二

ク
ス
ル

ノ

ト

キ
ヨ

ハ

ク

ル
モ
ノ

ル
コ
ト

ヲ
ロ
サ

子

ア
フ
カ

ス
ハ
ア
ル ＊

＊
十
丁
左

＊

＊
十
一
丁
右

ノ

コ

タ
ン

シ
テ

シ
ツ
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頌
曰 

　
愚
童
少
解
貪
嗔
毒
　
欻
爾
思
惟
持
斎
美 

　
種
子
内
熏
発
善
心
　
牙
疱
相
続
尚
英
軌 

　
五
常
十
善
漸
修
習
　
粟
散
輪
王
仰
其
旨 

問
此
住
心
亦
依
何
経
説
答
大
日
経
彼
経
何
説
経
云
愚
童
凡
夫
或 

時
有
一
法
想
生
所
謂
持
斎
彼
思
惟
此
少
分
発
起
歓
喜
数
数
修
習 

秘
密
主
是
初
種
子
善
業
発
生
復
以
此
為
因
於
六
斎
日
施
与
父
母 

男
女
親
戚
是
第
二
牙
種
復
以
此
施
授
与
非
親
識
者
是
第
三
疱
種 

復
以
此
施
与
器
量
高
徳
者
是
第
四
葉
種
復
以
此
施
歓
喜
授
与
伎 

楽
人
等
及
献
尊
宿
是
第
五
敷
花
復
以
此
施
発
親
愛
心
而
供
養
之 

是
第
六
成
果

ニ

ク

ハ

ス
コ
シ
キ
ト
テ

ノ

ヲ

コ
ツ

シ
ニ

ス

ノ

ヲ

ニ

シ
テ

シ

ヲ

ケ

ハ
ウ

シ
テ
タ
ト
フ
ヱ
イ

ク
井
ヲ

ニ

ス

ト

ト

ク

ノ

ヲ

ノ

ハ

タ

テ
カ

レ
ノ

ニ

ク

ナ
リ

ノ

ニ

カ
イ

ク

ニ

ク

ハ

ル

ニ
ハ

リ

ノ

ス
ル
コ
ト

ル

ナ
リ

レ

シ
テ

ノ

ヲ

シ
テ

ヲ

ソ
ク

ソ
ク
ニ

ス

レ

ノ

ノ

ノ

ス
ル
ナ
リ

テ

ヲ

シ
テ

ト

ノ

ヒ
ニ

ス

シ
ヤ
ク
ニ
レ

ノ

ナ
リ

ノ

ヲ

ス

ノ

ニ

レ

ノ

ナ
リ

ノ

ヲ

フ

ノ

ヒ
ト
ニ

レ

ノ

ナ
リ

ヲ

シ
テ

シ

ノ

ニ

ヒ

コ
ン
ス
ル

ニ

レ

ノ

ナ
リ

テ

ノ

ヲ

シ
テ

ノ

ヲ

ス

ヲ

レ

ノ

ナ
リ 二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

一

一

二

二

一

一

二

一

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

一

二

一

シ
テ

ソ
ツ

ヲ
コ
シク

ス
レ
ハ

シ

　
ニ

シ
ク
セ
キ

ア
ト
ヲ

三
韻

＊

＊
十
一
丁
左

＊

＊
十
二
丁
右

※
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華
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第
三
嬰
童
無
畏
心 

嬰
童
無
畏
心
者
外
道
厭
人
凡
夫
欣
天
之
心
也
雖
云
上
生
非
想
下 

住
仙
宮
身
量
四
万
由
旬
寿
命
八
万
劫
厭
下
界
如
瘡
瘀
見
人
間
如 

蜉
蝣
光
明
蔽
日
月
福
報
超
輪
王
然
猶
比
彼
大
聖
劣
弱
愚
矇
似
此 

咳
児
脱
小
分
厄
縛
故
無
畏
未
得
涅
槃
楽
故
嬰
童 

問
聞
噵

淮
犬
高
踏
費
龍
遠
飛
並
是
薬
力
所
致
師
術
所
為
今
此
天 

等
依
何
教
就
誰
師
能
得
如
是
自
在
光
明
身
寿
命
長
遠
楽
又
天
有 

幾
種
請
示
其
名
高
問
来
叩
鐘
谷
何
黙
嘗
試
論
之
夫
狂
毒
不
自
解 

医
王
能
治
摩
尼
不
自
宝
工
人
能
瑩
所
謂
医
王
工
人
豈
異
人
乎
我 

大
師
薄
伽
梵
其
人
也
如
来
徳
具
万
種
一
一
徳
即
一
法
門
之
主
也 

ト

ハ

ノ

ヒ

ヲ

子
カ
ウ

ヲ

ナ
リ

ト
モ

ト

ミ

シ

ニ

モ

シ
テ

ニ

ナ
リ

コ
ト

ヲ

ク
シ
サ
ウ

ヲ
ノ

ル
コ
ト

ヲ

ク
ス

フ

ユ
ウ
ノ

カ
ク
シ

ヲ

タ
リ
ト

ニ

ト
モ

ヲ

フ
レ
ハ

ニ

モ
ウ
ナ
ル
コ
トタリ

ノ

カ
イ

ニ

マ
ヌ
カ
ル
ル

ノ

ヤ
ク

ハ
ク
ヲ

ニ

ナ
リ

タ

ノ

ヲ

ニ

ナ
リ

キ
ク
ナ
ラ
ク

ク
ワ
イ

ク

フ
ミ

ヒ

リ
ヨ
ウ

ク

フ

ニ

レ

ノ

ロ

ス

ナ
リ

ノ

ナ
ス

ノ

ハ

リ

レ
ノ

ニ

テ
カ

ノ

ニ

ク

ル

ノ

ノ

ノ

ノ

ヲ

ニ

ル

ノ

カ

フ

セ

ノ

ヲ

リ

ク

ソ

セ
ン
コ
コ
ロ
ミ
ニ
　

ヲ

レ
キ
ヤ
ウ

ハ

ミ

ト
カ

ク

セ
リ

ハ

ス

ミ

ナ
ラ

ク

ミ
カ
ク

ル

ト

ト

ナ
ラ
ン
ヤ
　

カ

ノ

ト
ナ
リ

ノ

ハ

シ

ヲ

ノ

ハ

チ

ノ

ナ
リ

一

一

レ

下

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

中

上

二

一

二

一

一

一

一

レ

二

二

一

一

下

一

上

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二
ク

一

シ

ヒ
ス
レ
ハ

ジ

タ
ル
カ

ル
カ

ワ
イ

フ
コ
ト

ナ
セ
ル

サ
ト
ラ

ス

玉
ヘ
リ

＊

＊
十
二
丁
左

＊

＊
十
三
丁
右

＊

＊
十
三
丁
左

ヽ

イ

コ
フ
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従
彼
一
一
身
随
機
根
量
説
種
種
法
度
脱
衆
生
故
大
日
経
云
如
来 

応
供
正
遍
知
得
一
切
智
智
為
無
量
衆
生
広
演
分
布
随
種
種
趣
種 

種
性
欲
種
種
方
便
道
宣
説
一
切
智
智
或
声
聞
乗
道
或
縁
覚
乗
道 

或
大
乗
道
或
五
通
智
道
或
願
生
天
或
生
人
中
及
龍
夜
叉
乾
闥
婆 

乃
至
説
生
摩
睺
羅
伽
法
　
　
今
依
此
文
三
乗
及
人
天
乗
教
並
皆 

如
来
所
説
若
依
教
修
行
者
必
生
天
上 

問
若
然
者
諸
外
道
等
所
行
皆
是
仏
法
歟
答
此
有
二
種
一
合
二
違 

合
者
契
合
如
来
所
説
故
違
者
違
乖
仏
説
故
雖
云
元
是
仏
説
然
無 

始
時
来
展
転
相
承
違
失
本
旨
或
随
自
見
持
牛
狗
等
戒
以
求
生
天 

如
是
之
類
並
失
本
意 

問
若
是
仏
説
者
宜
直
説
仏
乗
等
何
用
説
天
乗
等
機
根
契
当
故
余 

リ

ノ

テ

ノ

ニ

テ

ノ

ヲ

下
フ

ヲ

ニ

ニ

ク

テ

ヲ

ニ

ノ

ノ

シ

シ
テ

テ

ノ

ノ

ニ

ノ

ヲ
モ
テ

下
フ

ヲ

ハ

ノ

ハ

ノ

ハ

ノ

ハ

ノ

ハ

ヒ

ヲ

ハ

シ

ヒ

ニ

下
フ
ト
ス
ル

ニ

ヲ

ラ
ハ

ノ

ニ

ノ

ハ

ニ

ナ

ノ

ナ
リ

テ

ニ

ス
ル
モ
ノ
ハ

ス

ス

ニ

シ

ラ

ハ

ノ

ノ

ハ

カ

レ
ニ

リ

ハ

ハ

井
ナ
リ

ト

ハ

カ
イ

ス
ル
カ

ノ

ニ

ニ

ト

ク
エ
ス
ル
カ

ニ

ニ

ト
モ

ト

モ
ト
ハ

レ

ナ
リ
ト
モ

ノ

ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ

チ
ン

シ
テ

セ
リ

ニ

ハ

テ

ニ

テ

コ

ク

ノ

ヲ

ム

ヲ

ハ

ニ

セ
リ

ヲ

フ

シ

レ

ナ
ラ
ハ

ク

ニ

ク

ヲ

ソ

ル
ヤ

コ
ト
ヲ

ヲ

ニ

ニ

ノ

ス
ル
カ

二

二

一

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

下

二

一

上

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

一

一

二

三

二

一

ト
モ

ヲ

ヘ
シ

テ
カ

クヽ

＊

＊

＊
十
四
丁
左

＊
十
四
丁
右

ノ

云
云

一

一
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薬
無
益
故 

問
已
聞
師
及
教
請
示
天
数
天
有
三
種
謂
欲
色
無
色
界
是
初
欲
界 

有
六
天
四
天
王
忉
利
夜
摩
都
史
楽
変
化
他
化
是
也
色
界
有
十
八 

此
有
四
別
四
禅
各
別
故
初
禅
有
三
梵
衆
梵
輔
大
梵
是
二
禅
有
三 

少
光
無
量
光
極
光
浄
是
三
禅
又
三
少
浄
無
量
浄
遍
浄
是
也
第
四 

禅
有
九
無
雲
福
生
広
果
無
想
無
煩
無
熱
善
見
善
現
色
究
竟
是
也 

無
色
界
有
四
空
無
辺
識
無
辺
無
処
有
処
非
想
非
非
想
是
也
此
是 

廿
八
種
天
去
海
遠
近
身
量
大
少
寿
命
長
短
等
具
如
十
住
心
論
恐 

繁
不
述 

問
既
聞
天
名
数
重
請
示
彼
行
相
答
諸
外
道
等
亦
立
三
宝
三
学
等 

名
梵
天
等
為
覚
宝
四
吠
陀
論
等
為
法
宝
伝
授
修
行
者
為
僧
宝
十 

リ
ハ

カ

フ

ニ

キ
キ
ツ

ヒ

ヲ

フ

セ

ノ

ヲ

ニ

ク

ナ
リ

ニ

リ

レ
ナ
リ

ニ

ニ

リ

ノ

ナ
ル
カ
ニ

ニ

リ

ツ

ナ
リ

ニ

リ

ツ

ナ
リ

ニ

ア
リ

ナ
リ

ニ

リ

ツ

ナ
リ

ニ

ツ

ナ
リ

レ

ノ

ノ

ノ

ル

ヲ

ノ

ノ

ハ

ニ
ハ

シ

ノ

テ

ヲ

ヘ

ニ

ツ

ノ

ヲ

テ

フ

セ

ノ

ヲ

フ

モ

ツ

ノ

ヲ

ヲ

シ

ト

ヘ
イ

ヲ

ス

ノ

ヲ

シ

ト

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

一

一

一

一

二

一

一

一二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

一

ハ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

子
ツ
ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ノ

ウ
ミ
ヲ

＊
十
五
丁
左

＊

＊
十
五
丁
右

＊

ノ

ノ

ト

一
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善
等
為
戒
四
禅
那
即
定
此
定
由
六
行
而
得
六
行
者
言
苦
麁
障
浄 

妙
離
是
厭
下
界
作
苦
麁
障
想
欣
上
天
作
浄
妙
離
観
由
此
観
故
展 

転
上
生
由
他
主
空
三
昧
空
恵
発
生
由
此
三
学
得
上
天
妙
楽
雖
然 

道
非
究
竟
故
不
能
出
生
死
得
涅
槃
上
射
非
想
還
墜
地
獄
譬
如
箭 

射
虚
空
力
尽
即
下
是
故
不
可
楽
求 

問
諸
外
道
同
修
三
学
生
彼
二
界
証
空
三
昧
言
亡
慮
絶
何
由
不
得 

断
煩
悩
証
涅
槃
答
観
著
二
辺
定
帯
二
見
故 

問
同
観
非
有
非
無
何
堕
二
辺
二
見
乎
繋
属
他
主
不
知
因
縁
中
道 

故 因
縁
中
道
其
意
云
何
観
因
縁
有
故
不
堕
断
辺
観
自
性
空
故
不
墜 

常
見
観
有
空
即
法
界
則
得
中
道
正
観
由
此
中
道
正
観
故
早
得
涅 

ヲ

ス

ト

ハ

チ

ナ
リ

ノ

ハ

テ

ニ

モ

ウ

ト

ハ

ク

ク

ソ

ナ
リ

テ

ヲ

シ

ノ

ヲ
モ
ヒ
ヲ
テ

ヲ

ス

ノ

ヲ

カ

ノ

ニ

ニ

シ
テ

ス

テ

ノ

ニ

ス

テ

ノ

ニ

ノ

ヲ

ト

ル
カ

ニ

ニ

ス

ア
ダ
ハ

テ

ヲ

ル
コ
ト

ヲ

ミ

イ
レ
ト
モ

ヲ

テ
ヲ
ツ
ル
コ
ト

ニ

ヘ
ハ

シ

ヲ
モ
テ

イ
ル
ニ

ヲ

ラ

ヌ
レ
ハ
チ
ク
タ
ル
カ
ノ

ニ

ス

ニ
ハ

ニ
ハ

ノ
ヲ
ツ
ル
カ

フ

ノ

ク

シ
テ

ヲ

シ

ノ

ニ

テ

ヲ

セ
ハ

ニ

テ
カ

ル
ヤ

シ

ヲ

コ
ト
ヲ

ヲ

シ
テ

ニ

テ

ス
ル
カ

ヲ

ナ
リ

ク

ス

ヲ

ソ

ト

ル
ヤ

ニ

シ
テ

ニ

ル
カ

ノ

ヲ

ナ
リ

ノ

ト
イ
ハ
ノ

ソ

ス
ル
カ

ノ

ヲ

ニ

セ

ニ

カ

ヲ

ニ

ヲ
チ

ニ

シ
テ
レ
ハ

チ

ナ
リ
ト

ト

チ

ル
ナ
リ

ノ

ヲ

ル
カ

ノ

ニ

ニ

ク

一

二

一

二

一

二

一

二

一

一

二

一

二

一

二

一

一

二

一

レ

下

二

一

中

上

二

一

二

一

下

二

一

上

一

二

一

二

一

二

一

レ

下

一

中

上

二

二

一一

二

一

二

一

二

一

二

一

一

二

一
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二

一
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一

二
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ト

ト

ヽ
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槃
外
道
邪
見
人
不
知
此
義
是
故
不
得
真
円
寂
若
聞
此
理
即
得
羅 

漢 問
護
戒
生
天
有
幾
種
生
天
有
四
種
一
外
道
如
前
説
二
二
乗
亦
生 

天
上
三
大
乗
菩
薩
必
為
十
天
王
故
四
応
化
諸
仏
菩
薩
化
作
天
王 

故
具
如
十
住
心
論
説 

頌
曰 

　
外
道
発
心
願
天
楽
　
虔
誠
持
戒
覓
帰
依 

　
不
知
大
覚
円
満
者
　
豈
悟
梵
天
龍
尊
非 

　
六
行
修
観
生
無
色
　
身
心
五
熱
徒
自
嘰 

　
断
常
空
有
願
勝
住
　
若
遇
世
尊
覚
我
違 

問
今
此
住
心
亦
依
何
経
論
解
説
答
大
日
経
菩
提
心
論
彼
経
何
説 

ヲ

ノ

ハ

ノ

ヲ

ニ

ノ

ヲ

シ

カ
ハ

ヲ

チ

ヱ
テ
ン

ヲ

ホ
テ

ヲ

ス
ル
ニ
ニ

ル

ノ

カ

ニ

リ

ノ

ニ
ハ

ノ

ハ

タ

ス

ニ

ハ

ノ

ス

ナ
ル
カ

ノ

ト

ニ

ニ
ハ

ノ

シ
テ

ル
カ

ト

ニ

ニ
ハ

シ

ニ

カ

ニ

ク

ノ

ハ

フ

ノ

ヲ

ケ
ン

ニ

シ
テ

ヲ

モ
ト
ム

ヲ

ル

ラ

ヲ

モ
ノ

ニ

ン
ヤ

ノ

ヒ
ヲ

シ
テ

ス

ニ

シ
テ

ニ

ミ

ナ
ケ
ク

ヲ
モ
テ
フ

ヲ

シ

奉
ラ
ハ

ニ

ナ
ン

カ

井
ヲ

ノ

ハ

テ
カ

ノ

ニ

ス
ル
ヤ

ナ
リ

ノ

ニ

カ

ク

　
テ
ン

シ

ル

ヲ

ナ
ケ
ク

ヲ
モ
テ

一

一

一

一

二

一

一

一

二

一

二

一

二

一

二

二

一

二

一

二

一

二

一

一

二

一

下

一

上

二

一

ニ

二

一

二

一

二

一

二

一

ク
ハ

ニ

カ

ハ

シ
テ

イ
タ
シ
マ
コ
ト
ヲ

スス

ノノ

ヒ
ト
ヲ
ヒ
ト
ヲ

イ
タ
ム
イ
タ
ム

レ
ハ

レ
ハ

スラ
ン

＊
十
七
丁
右

＊
十
七
丁
左

＊ ＊

ヽ

ヽ

一

ヽ

二
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彼
経
云
秘
密
主
彼
護
戒
生
天
是
第
七
受
用
種
子
復
次
秘
密
主
以 

此
心
生
死
流
転
於
善
友
所
聞
如
是
言
此
是
天
大
天
与
一
切
楽
者 

虔
誠
供
養
一
切
所
願
皆
満
所
謂
自
在
天
梵
天
那
羅
延
天
商
羯
羅 

天
自
在
天
子
日
天
月
天
龍
尊
等
乃
至
或
天
仙
大
囲
陀
論
師
各
各 

応
善
供
養
彼
聞
如
是
心
懐
慶
悦
慇
重
恭
敬
随
順
修
行
秘
密
主
是 

名
愚
童
異
生
生
死
流
転
無
畏
依
第
八
嬰
童
心 

又
云
復
次
殊
勝
行
随
彼
所
説
中
殊
勝
住
求
解
脱
恵
生
所
謂
常
無 

常
空
随
順
如
是
説
秘
密
主
非
彼
知
解
空
非
空
常
断
非
有
非
無
倶 

彼
分
別
無
分
別
云
何
分
別
空
不
知
諸
法
空
非
彼
能
知
涅
槃
是
故 

応
了
知
空
離
於
断
常 

又
云
秘
密
主
世
間
因
果
及
業
若
生
若
滅
繋
属
他
主
空
三
昧
生
是 

解
云
外
道
願
出
要
種
種
苦
身
心
断
常
空
有 

教
如
搆
角
求
乳
若
知
因
縁
空
忽
爾
得
解
脱

ノ

ニ

レ

テ

ヲ

ス
ル
ハ

ニ

レ

ノ

ナ
リ

ニ

ヲ

ニ

シ
テ
ス
ル

テ

ウ
ノ

ニ

ク

ノ

コ
ト
ヲ
ハ

レ

ナ
リ

ナ
リ

フ
ル

ノ

ヲ

ナ
リ

□

ス
レ
ハ

ノ

ナ

ス

ル

シ
ヤ
ウ
キ
ヤ

ナ
リ

ハ

ナ
リ

ニ

シ

ク

ス

レ

テ

コ
ト
ヲ
ノ

ニ
イ
タ
イ
テキ
ヤ
ウ

ヲ

イ
ン
ヲ
ン

ニ

シ

シ

ス

ヲ

ク

ノ

ニ

ス
ル

ノ

ノ

ト

ニ

ノ

ア
リ

テ

ノ

ノ

ニ

ニ

シ
テ

ル

ヲ

ス

ル

ト

ト

ト
ナ
リ

ス

ノ

ノ

ニ

ス

レ

ス
ル
ニ
ハ
ト

ト
ヲ

ト

ト
ナ
リ

ナ
レ
ト
モ
ニ

レ

ヲ
モ

ト
ス

カ

セ
ン

ヲ

レ
ハ

ノ

ヲ

レ

ク

ル
ニ

ヲ

ノ

ニ

シ

シ
テ
ス

ヲハ

ルタ
リ
ト

ヲ

ヒ

ノ

ハ

ハ

ケ

シ
テ
シ
テ

ニ

ヲ

ス

ヲヲ

ス

シ
テ

ク

ハ

テ

ヲ

ニ
ク
ル
シ
ム
シ
メ
ト
モ

ヲ

ノ

ハ

シ
シ
ホ
テ
ツ
ノ
ヲ
ム
カ
ヲ

シ

ラ
ハ

ノ

ヲ

ニ

テ
ン

ヲ

一

一

二

一

一

一

一

二

一

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

レ

一

一

三

二

一

二

レ

二

一

三

二

一

下

一

中

上

二

一

□
タ
シ

ヲ

ツ

ト
ノ
ト
ノ

ナ
リ
ナ
リ

ス
ル
ノ
ミ
ニ
ト

ト

ト

ト
ヲヲ

ト
云
モ

ニ

ヲヲ
モ
テ

ト
オ
モ
ヱ
リ

ト
ヲ
モ
テ

二

一

二

一

下

一

レ

上

ナ
ハ

一

二

一

＊
十
八
丁
右

＊
十
八
丁
左

＊
十
九
丁
右

＊

＊

＊
二

ヽ

一

ヽ
　
　
　
　
ニ

　
　
ト

※

※
善…

普 

イ
无
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名
世
間
三
昧
道 

又
云
若
諸
天
世
間
真
言
法
教
道
如
是
勤
勇
者
為
利
衆
生
故 

龍
猛
菩
薩
菩
提
心
論
云
諸
外
道
等
恋
其
身
命
或
助
以
薬
物
得
仙 

宮
住
寿
或
復
生
天
以
為
究
竟
真
言
行
人
応
観
彼
等
業
力
若
尽
未 

離
三
界
煩
悩
尚
存
宿
殃
未
殄
悪
念
旋
起
当
彼
之
時
沈
淪
苦
海
難 

可
出
離
当
知
外
道
之
法
亦
同
幻
夢
陽
焔
也 

 
 秘

蔵
宝
鑰
巻
上 

ノ

ク

ト

シ

ノ

ノ

モハ

シ

ノ

ゴ
ン

ス
ル
モ

ノ

セ
ン
カ

ヲ

ナ
リ
ト

ノノ

ニ

ク

ノ

ハ

ヲ
シ
ン
テ
ノ

ヲ

ハ

ル
ニ

ヲ

ノニ

ヲ
ス
ル
コ
ト
ヲハ

タ

ス
ル
ヲ

ニ

テ

ス

ト

シ

ス

ヲ

シ

ヌ
レ
ハ
タ

レ

ヲ

ヲ

セ
リ

ア
ウ

タ

ホ
ロ
ヒ

セ
ン

シ
テ

テ

ノ

ニ

シ
テ

ニ

シ

コ
ト

ス

ニ

ル

ノ

ハ

タ

ナ
ル
シ
キ

ト

ト

ト
ニ
ニ

ナ
リ

二

一

一

一

二

一

一

一

一

二

一

一

一

一

二

一

一

一

二

一

オ
モ
ヘ
リ

ル
ヲ
モ
テ

シ

ツ
ミ

ス
シ
テ
レ
ハ

カ
ヱ
ツ
テ
ル

ヘ
シ

ヽヽ

ヽ

テ
シ

ヽ

レ

＊

＊
十
九
丁
左

二
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六
、
分
析
ノ
ー
ト

　

こ
れ
よ
り
以
下
は
、
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』、
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』

と
を
比
較
し
、
そ
の
中
で
相
違
す
る
読
み
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
次
の
二
つ
の
表
か
ら
検
討
を
試
み
る
。

　

表
⑴
は
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
い
て
頼
瑜
点
・
根
来
点
が
併
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
⑵

は
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
い
て
朱
書
き
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　（
一
）
表
⑴
に
つ
い
て

　

表
⑴
は
、
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
の
読
み
と
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
示
さ
れ
る
頼
瑜
点
の
読
み
の
異
同
を
検
討
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
頼
瑜
の
著
作
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
頼
瑜
の
読
み
」
と
、
賢
秀
に
伝
承
さ
れ
た
「
頼

瑜
の
読
み
」
に
異
同
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
・
根
来
点
と
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
運
敞
が
校
合

し
た
際
に
頼
瑜
点
を
ど
れ
程
重
要
視
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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表
⑴

頼
瑜『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』

新
文
庫
所
蔵『
秘
蔵
宝
鑰
』

運
敞『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』

堅
康
本『
秘
蔵
宝
鑰
』

1
塵
郷
に
奔
り

頼
：
塵
郷
に
奔
り

根
：
塵
郷
に
奔
せ

塵
郷
に
奔
り

塵
郷
に
奔
り

2
唯
識
境
を
遣
れ
ば

頼
：
唯
識
境
を
遣
れ
ば

根
：
唯
識
に
境
を
遣
れ
ば

唯
識
境
を
遣
れ
ば

唯
識
境
を
遣
れ
ば

3
族（
や
か
ら
）を
滅
ぼ
す

頼
：
族（
や
か
ら
）を
滅
ぼ
す

根
：
族（
ぞ
く
）を
滅
ぼ
す

族（
や
か
ら
）を
滅
ぼ
す

族（
や
か
ら
）を
滅
ぼ
す

4
舌
に
は
厭
わ
ず

頼
：
舌
に
は
厭
わ
ず

根
：
舌
に
は
厭（
あ
き
た
）ら
ず

舌
に
は
厭
わ
ず

舌
に
は
厭
わ
ず

5
眼
前
の
利
の
み
を
見
る

頼
：
眼
前
の
利
を
の
み
見
る

根
：
眼
前
の
利
を
の
み
見
て

眼
前
の
利
の
み
を
見
る

眼
前
の
利
を
見
る

6
名
聞
・
利
養
・
資
生
の
具
に
執
着
し
て

頼
：
名
聞
・
利
養
・
資
生
の
具
に
執
着
し
て

根
：
名
聞
・
利
養
・
資
生
の
具
と
に
執
着
し
て

名
聞
・
利
養
・
資
生
の
具
に
執
着
し
て

名
聞
・
利
養
・
資
生
の
具
に
執
着
し
て

7
身
を
安
ず
る
の
美
風
な
り

頼
：
身
を
安
ず
る
の
美
風
な
り

根
：
身
を
安
く
す
る
の
美
風
な
り

身
を
安
ず
る
の
美
風
な
り

身
を
安
ず
る
の
美
風
な
り

8
貪
瞋
の
毒
を
解（
げ
）し
て

頼
：
貪
瞋
の
毒
を
解（
さ
と
）っ
て

根
：
貪
瞋
の
毒
を
解
し
て

貪
瞋
の
毒
を
解
し
て

版
：
貪
瞋
の
毒
を
解
し
て

朱
：
貪
瞋
の
毒
を
解
っ
て

9
下
界
を
厭
う
こ
と
瘡
瘀
の
如
く
、

人
間
を
見
る
こ
と
蜉
蝣
の
如
し

頼
：�

下
界
を
厭
う
こ
と
瘡
瘀
の
如
く
し
、�

人
間
を
見
る
こ
と
蜉
蝣
の
如
く
す

根
：�

下
界
を
厭
う
こ
と
瘡
瘀
の
如
く
、�

人
間
を
見
る
こ
と
蜉
蝣
の
如
し

下
界
を
厭
う
こ
と
瘡
瘀
の
如
く
、

人
間
を
見
る
こ
と
蜉
蝣
の
如
し

下
界
を
厭
う
こ
と
瘡
瘀
の
如
く
、

人
間
を
見
る
こ
と
蜉
蝣
の
如
し

10
如
来
の
徳
は
万
種
を
具
す

頼
：
如
来
の
徳
は
万
種
を
具
し

根
：
如
来
の
徳
は
万
種
を
具
し
た
ま
へ
り

如
来
の
徳
は
万
種
を
具
す

如
来
の
徳
は
万
種
を
具
せ
り

11
然
れ
ど
も
無
始
の
時
よ
り

頼
：
然
も
無
始
の
時
よ
り

根
：
然
れ
ど
も
無
始
の
時
よ
り

然
れ
ど
も
無
始
の
時
よ
り

然
も
無
始
の
時
よ
り

12
本
旨
を
違
失
せ
り

頼
：
本
旨
に
違
失
せ
り

根
：
本
旨
を
違
失
せ
り

本
旨
を
違
失
せ
り

本
旨
を
違
失
せ
り
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13
譬
え
ば
箭
を
虚
空
に
射
る
に

力
尽
き
て
即
ち
下（
く
だ
）る
が
如
し

頼
：�

譬
え
ば
箭
を
も
て
虚
空
を
射
る
に�

力
尽
き
ぬ
れ
ば
即
ち
下
る
が
如
し

根
：�

譬
え
ば
箭
を
も
て
虚
空
を
射
る
に�

力
尽
き
ぬ
れ
ば
即
ち
下（
お
）つ
る
が
如
し

譬
え
ば
箭
を
虚
空
に
射
る
に

力
尽
き
て
即
ち
下
る
が
如
し

版
：�

譬
え
ば
箭
を
虚
空
に
射
る
に�

力
尽
き
て
即
ち
下
る
が
如
し

朱
：�

譬
え
ば
箭
を
虚
空
に
射
る
に�

力
尽
き
ぬ
れ
ば
即
ち
下
つ
る
が
如
し

※
弘
現
朱
：�

譬
え
ば
箭
の
虚
空
に
射
る
に�

力
尽
き
ぬ
れ
ば
即
ち
下
つ
る
が
如
し

14
同
じ
く
非
有
非
無
を
観
ず

頼
：
同
じ
く
非
有
非
無
を
観
ず

根
：
同
じ
く
非
有
非
無
と
観
ず

同
じ
く
非
有
非
無
を
観
ず

同
じ
く
非
有
非
無
を
観
ず

15
有
空
即
ち
法
界
な
り
と
観
ず
れ
ば

頼
：
有
空
即
ち
法
界
な
り
と
観
じ
て

根
：
有
空
即
ち
法
界
と
観
れ
ば

有
空
即
ち
法
界
な
り
と
観
ず
れ
ば

有
空
即
ち
法
界
な
り
と
観
ず
れ
ば

16
生
死
に
流
伝
す
る
に

頼
：
生
死
に
流
伝
し
て

根
：
生
死
に
流
伝
す
る

生
死
に
流
伝
す
る
に

生
死
に
流
伝
す
る
に

17
未
だ
殄
び
ず
悪
念
旋
起
す

頼
：
未
だ
殄
び
ず
し
て
悪
念
旋
起
し
て

根
：
未
だ
殄
び
ざ
れ
ば
悪
念
旋
っ
て
起
こ
る

未
だ
殄
び
ず
悪
念
旋
起
す

未
だ
殄
び
ず
悪
念
旋
起
す

　

頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
の
読
み
と
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
読
み
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
の
読
み
と
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
の
読
み
が
同
じ
も
の
：1.2.3.4.6.7.14

（
２
）
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
の
読
み
と
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
根
来
点
の
読
み
が
同
じ
も
の
：8.9.11.12.

（
３
）
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
の
読
み
が
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
読
み
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
も
の
：

5.10.13.15.16.17

　
（
１
）
を
み
る
と
、
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
の
読
み
と
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
と
同
じ
読
み
を
す
る
も
の
は
七

箇
所
あ
る
。
対
し
て
、（
２
）（
３
）
の
よ
う
に
、
頼
瑜
点
と
相
違
す
る
読
み
を
す
る
も
の
は
十
箇
所
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
文
庫

所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
付
さ
れ
る
頼
瑜
点
は
、
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
の
読
み
と
は
異
な
る
も
の
が
多
数
あ
る
た
め
、
新
文
庫
所

蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
付
さ
れ
る
頼
瑜
点
は
、
あ
く
ま
で
も
「
賢
秀
に
伝
承
さ
れ
た
頼
瑜
の
読
み
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
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次
に
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
と
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
を
比
較
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
の
読
み
と
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
が
同
じ
も
の
：1.2.3.4.6.7.14

②
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
根
来
点
の
読
み
と
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
が
同
じ
も
の
：8.9.11.12

③
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
読
み
と
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
が
異
な
る
も
の
：

5.10.13.15.16.17

④
③
の
う
ち
、
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
と
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
の
読
み
が
同
じ
も
の
：5.10.13.15.16.17

　

新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
と
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
を
比
較
す
る
と
、
①
に
み
ら
れ
る
通
り
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵

宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
と
同
じ
読
み
を
す
る
も
の
が
七
箇
所
、
②
に
み
ら
れ
る
通
り
、
根
来
点
と
同
じ
読
み
を
す
る
も
の
が
四
箇
所
あ
る
。

ま
た
、
③
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
読
み
を
す
る
も
の
が
六
箇
所
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
運

敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
は
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
い
ず
れ
か
を
重
視
し
た
も
の
で
は
な
く
、

頼
瑜
点
・
根
来
点
を
適
宜
選
択
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
③
④
を
み
る
限
り
、
運
敞
は
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
み

な
ら
ず
、
他
の
史
料
（
少
な
く
と
も
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』）
も
参
照
し
、
校
合
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

（
二
）
表
⑵
に
つ
い
て

　

表
⑵
は
、
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
と
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
読
み
と
を
比
較
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
検
討

に
よ
っ
て
、
運
敞
の
読
み
が
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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表
⑵

頼
瑜『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』

新
文
庫
所
蔵『
秘
蔵
宝
鑰
』

運
敞『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』

堅
康
本『
秘
蔵
宝
鑰
』

1
口
を
焔（
も
や
）し
て

口
を
焔（
ほ
の
お
）に
し

口
を
焔
し

版
：
口
を
焔
し
て

朱
：
口
を
焔
し

2
愚
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ

頼
：�

愚
に
あ
ら
ず
や
何
ん�

愚
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ

根
：
愚
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ

愚
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や

版
：
愚
に
あ
ら
ず
し
て
何
ん

朱
：
愚
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ

3
野
に
亘
れ
ば

野
を
亘
れ
ば

野
に
亘
れ
ば

野
に
亘
れ
ば

版
：
野
を
亘
れ
ば

朱
：
野
に
亘
れ
ば

4
獒
犬
走
れ
ば

獒
犬
走
れ
ば

獒
犬
走
っ
て

獒
犬
走
っ
て

版
：
獒
犬
走
れ
ば

朱
：
獒
犬
走
っ
て

5
縁
に
遇
う
と
き
は

縁
に
遇
う
と
き
は

縁
に
遇
え
ば

縁
に
遇
え
ば

版
：
縁
に
遇
う
と
き
は

朱
：
縁
に
遇
え
ば

6
愚
な
ら
ず

愚
に
あ
ら
ず

愚
な
ら
ず

版
：
愚
に
あ
ら
ず

朱
：
愚
な
ら
ず

7
未
だ
有
ら
ず
、
此
れ
を
棄
て
て

能
く
得
る
も
の
は

頼
：�

未
だ
此
れ
を
棄
て
て�

能
く
得
と
い
う
こ
と
有
ら
ず

根
：�

未
だ
此
れ
を
棄
て
て�

能
く
得
る
も
の
有
ら
ず�

未
だ
此
れ
を
棄
て
て
能
く
得
る
こ
と
有
ら
ず

未
だ
有
ら
じ
、
此
れ
を
棄
て
て

能
く
得
る
も
の
は

版
：�

未
だ
有
ら
じ
、
此
れ
を
棄
て
て�

能
く
得
る
も
の
は

朱
：�

未
だ
此
れ
を
棄
て
て�

能
く
得
る
も
の
は
有
ら
じ

8
貪
瞋
の
毒
を
解（
げ
）し
て

頼
：
貪
瞋
の
毒
を
解（
さ
と
）っ
て

根
：
貪
瞋
の
毒
を
解
し
て

貪
瞋
の
毒
を
解
し
て

版
：
貪
瞋
の
毒
を
解
し
て

朱
：
貪
瞋
の
毒
を
解
っ
て

9
粟
散
輪
王

粟
散
と
輪
王
と

粟
散
輪
王
も

版
：
粟
散
輪
王
も

朱
：
粟
散
と
輪
王
と

10
医
王
と
工
人
と

医
王
と
工
人
と

医
王
工
人

版
：
医
王
と
工
人
と

朱
：
医
王
工
人

11
諸
の
外
道
等
亦
た

諸
の
外
道
等
も
亦
た

諸
の
外
道
等
亦
た

版
：
諸
の
外
道
等
も
亦
た

朱
：
諸
の
外
道
等
亦
た
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12
伝
授
修
行
者
を

頼
：
伝
授
修
行
の
者
を

根
：
伝
授
修
行
者
を

伝
授
修
行
の
者
を

版
：
伝
授
修
行
者
を

朱
：
伝
授
修
行
の
者
を

13
展
転
上
生
し

展
転
し
て
上
生
す

展
転
上
生
し

版
：
展
転
上
生
し

朱
：
展
転
上
生
す

14
非
想
を
射（
い
）れ
ど
も

非
想
を
射
れ
ど
も

非
想
を
射
れ
ど
も

版
：
非
想
を
射（
し
ゃ
）す
れ
ど
も

朱
：
非
想
を
射
れ
ど
も

15
力
尽
き
て
即
ち
下（
く
だ
）る
が
如
し

頼
：
力
尽
き
ぬ
れ
ば
即
ち
下
る
が
如
し

根
：
力
尽
き
ぬ
れ
ば
即
ち
下（
お
）つ
る
が
如
し

力
尽
き
て
即
ち
下
る
が
如
し

版
：
力
尽
き
て
即
ち
下
る
が
如
し

朱
：
力
尽
き
ぬ
れ
ば
即
ち
下
つ
る
が
如
し

16
皆
な
満
ず

頼
：�

皆
な
満
ず�

皆
な
満
つ

皆
な
満
ず

版
：
皆
な
満
つ

朱
：
皆
な
満
ず

17
分
別
を
無
分
別
と
す

頼
：�

分
別
を
も
無
分
別
と
す�

分
別
を
無
分
別
と
お
も
え
り

根
：
分
別
を
も
て
無
分
別
と
を
も
て

分
別
を
無
分
別
と
す

版
：
分
別
を
無
分
別
と
す

朱
：
分
別
を
無
分
別
と
お
も
え
り

18
真
言
法
教
の
道

頼
：
真
言
法
教
の
道
も

根
：
真
言
法
教
の
道
は

真
言
法
教
の
道
は

版
：
真
言
法
教
の
道

朱
：
真
言
法
教
の
道
は

19
煩
悩
尚
お
存
し
て

頼
：�

煩
悩
尚
お
存
せ
り�

煩
悩
尚
お
存
し

煩
悩
尚
お
存
し

版
：
煩
悩
尚
お
存
し

朱
：
煩
悩
尚
お
存
し
て

　

運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
と
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
読
み
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
と
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
朱
書
き
の
読
み
が
同
じ
も
の
：1.3.4.5.6.10.11.12.14.16.18

（
２
）
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
と
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
印
字
さ
れ
た
読
み
が
同
じ
も
の
：7.8.9.13.15.17.19

（
３
）
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
が
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
朱
書
き
・
印
字
さ
れ
た
読
み
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
も
の
：2

　
（
１
）
の
十
一
箇
所
は
、
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
と
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
印
字
さ
れ
た
読
み
は
相
違
す
る
も
の
の
、

朱
書
き
に
よ
っ
て
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。（
２
）
の
七
箇
所
は
、
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』

の
読
み
と
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
印
字
さ
れ
た
読
み
と
が
そ
も
そ
も
同
じ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
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に
は
（
３
）
の
一
箇
所
を
除
い
て
、
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
が
、
印
字
・
朱
書
き
の
違
い
は
あ
れ
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
堅
康
が
活
躍
し
た
江
戸
後
期
の
智
積
院
に
は
、
運
敞
の
読
み
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
問
題
と
な
る
の
は
、（
２
）
の
七
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
七
箇
所
の
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
印
字
さ
れ
た
読
み
は
、
運
敞
『
秘

蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
と
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
別
の
読
み
が
朱
に
よ
っ
て
併
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

朱
書
き
の
読
み
は
、
い
っ
た
い
何
に
基
づ
い
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
試
み
に
こ
の
七
箇
所
と
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の

読
み
と
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

❶
七
箇
所
の
朱
書
き
の
読
み
が
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
み
ら
れ
る
も
の
：8.9.

（13

）（
（1
（

.15.17

❷
七
箇
所
の
朱
書
き
の
読
み
が
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
み
ら
れ
な
い
も
の
：（7

（
（1
（

）.19

　

❶
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
記
（
２
）
の
七
箇
所
の
朱
書
き
の
多
く
は
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
記
さ
れ
た
読
み
と
同
じ

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
朱
書
き
は
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
基
づ
い
た
読
み
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
は
、
運
敞
が
撰
述
し
た
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
対
し
て
、
堅
康
本
の
奥
書
に

「
慶
安
元
年
五
月
念
日
旧
点
校
合
以（
朱
）今
以
朱
点
之

墨
加
之　

安
楽
寿
院
沙
門
運
敞
」
と
記
さ
れ
る
、
堅
康
が
閲
覧
し
た
運
敞
の
本
は
、「
運
敞
の
書

き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」（
現
在
の
と
こ
ろ
所
在
不
明
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
は
、「
十
巻
章
」
書
写

に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
読
み
を
校
合
し
た
「
運
敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
よ
り
も
、
運
敞
個
人
の
見
解
が
反
映
さ
れ

や
す
い
性
格
で
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
み
ら
れ
る
朱
書
き
は
、
こ
の
堅
康
が
閲
覧
し
た
で
あ
ろ
う
「
運

敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
❶
の
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
朱
書
き
の
読
み
が
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
み
ら
れ
る
四
箇
所
、
な
い
し
五
箇
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所
の
読
み
は
、
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
い
ず
れ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
❶
の
う
ち
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
の
読
み
と
同
じ
も
の
：8.9.17

・
❶
の
う
ち
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
根
来
点
の
読
み
と
同
じ
も
の
：（13

）.15

　

上
記
❶
の
う
ち
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
の
読
み
と
同
じ
も
の
は
三
箇
所
、
根
来
点
の
読
み
と
同
じ
も
の
は
一
箇

所
、
な
い
し
二
箇
所
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
表
⑴
の
①
～
④
に
お
い
て
検
討
し
た
際
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
運
敞
は
新
文
庫
所

蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
の
読
み
、
根
来
点
の
読
み
の
ど
ち
ら
か
一
つ
を
重
視
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
理
解
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
を
手
が
か
り
に
、
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』、
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』、
堅
康
本

『
秘
蔵
宝
鑰
』
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
変
遷
を
検
討
し
て
き
た
。
以
下
に
そ
の
検
討
結
果
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
と
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
と
を
比
較
し
、
頼
瑜
の
読
み
が
ど
の
程
度
新
文
庫

所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
限
り
で
は
、
異
な
る
読
み
を
し
て
い
た
も
の

が
多
数
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
頼
瑜
点
は
、
あ
く
ま
で
も
「
賢
秀
に
伝
承
さ
れ
た
頼
瑜
の
読
み
」

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
先
述
し
た
運
敞
と
同
様
に
、『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
は
頼
瑜
が
撰
述
し
た
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
こ
の
読
み

は
頼
瑜
が
伝
承
し
た
「
十
巻
章
」
の
読
み
と
は
相
違
す
る
こ
と
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
頼
瑜
に
伝
承
さ
れ
た
「
十
巻
章
」

は
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
ど
ち
ら
に
し
て
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。
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次
に
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
読
み
と
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
と
を
比
較
し
、
運
敞
に
伝
承
さ
れ
た
『
秘
蔵
宝

鑰
』
の
読
み
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
に
は
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
み
ら
れ
る
頼
瑜
点
と

根
来
点
が
適
宜
採
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
は
み
ら
れ
な
い
読
み
も
散
見
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

運
敞
は
頼
瑜
点
の
み
を
重
要
視
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
根
来
点
や
そ
の
他
の
史
料
の
読
み
を
も
参
照
し
校
合
し
た
こ
と
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

最
後
に
、『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
と
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
朱
書
き
の
読
み
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
堅
康
に
運
敞
の
読
み
が
伝

承
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。
こ
の
比
較
の
結
果
、『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
は
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
朱
書
き
と
し
て

多
数
反
映
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
完
全
に
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
読
み
が
相
違
す
る
箇
所
の
朱
書

き
は
、
そ
の
大
部
分
が
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
見
ら
れ
る
読
み
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
堅
康
が
伝
承
し
た
「
運
敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
の
読
み
と
、
運
敞
の
『
秘
蔵

宝
鑰
纂
解
』
の
読
み
と
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
と
堅
康
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
新
文
庫
所

蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
読
み
は
運
敞
に
伝
承
さ
れ
、
そ
の
運
敞
の
読
み
が
堅
康
に
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
み
ら
れ
る
読
み
が
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
朱
書
き
と
し
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
理

由
は
、
堅
康
が
閲
覧
し
た
「
運
敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
の
読
み
に
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
読
み
が
多
く

反
映
さ
れ
て
い
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

　

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
は
、
所
在
不
明
の
「
運
敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
の
読

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
朱
書
き
は
、
そ
の
読
み
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
重
要
な
情
報
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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当
然
こ
の
こ
と
は
、
よ
り
多
く
の
史
料
を
用
い
て
慎
重
に
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
上
を
中
心

に
中
間
報
告
し
た
次
第
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
巻
中
・
巻
下
の
報
告
を
行
い
た
い
。

註（
１
）
堅
康
本
『
菩
提
心
論
』（
智
山
書
庫
二
一
─
四
九
─
一
八
）
一
六
丁
左

～
裏
表
紙
裏
。
弘
現
本
『
菩
提
心
論
』（
智
山
書
庫
二
九
─
四
七
─
九
）、

覚
本
本
『
菩
提
心
論
』（
智
山
書
庫
二
一
─
四
九
─
二
〇
）
に
も
同
様

の
内
容
が
読
み
取
れ
る
。

（
２
）
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
つ
い
て
は
、
山
本
隆
信
「
十
巻
章
の

資
料
論
─
読
曲
の
問
題
を
中
心
と
し
て
─
」（『
現
代
密
教
』
三
二
・

二
〇
二
三
）
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
純
亮
、

賢
秀
の
人
物
情
報
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）「
子
貝
」
と
は
、
三
好
英
樹
「
中
世
後
期
に
お
け
る
根
来
寺
僧
の
修
学

生
活
」（
日
本
密
教
学
会
第
五
六
回
学
術
大
会
発
表
資
料
・
二
〇
二
三

年
一
〇
月
二
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
子
の
刻
を
告
げ
る
法
螺
貝
の
音
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

（
４
）
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
上
（
五
八
八
番
（
み
─
九
六
））
裏
表

紙
裏
。

（
５
）
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
（
五
八
八
番
（
み
─
九
六
））
二
八

丁
左
。

（
６
）
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下
（
五
八
八
番
（
み
─
九
六
））
裏
表

紙
裏
。

（
７
）
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
奥

書
な
ら
び
に
識
語
を
見
る
限
り
、
頼
瑜
点
は
、
純
亮
の
史
料
に
基
づ

い
た
も
の
で
、
根
来
点
は
、
根
来
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
異
本
（
識
語
で
「
別
本
」
と
さ
れ
る
も
の
）
に
基
づ
い
て
付
さ

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
８
）
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
は
、『
総
本
山
智
積
院
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』

と
『
総
本
山
智
積
院
新
文
庫
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
智
山
書
庫
に
は
計

十
三
部
（
す
べ
て
版
本
）、
新
文
庫
に
は
二
部
（
す
べ
て
写
本
）
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
史
料
を

申
請
し
て
用
い
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
は
閲
覧
の
容
易
さ
等
を
考

慮
し
て
、『
真
言
宗
全
書
』
巻
一
一
所
収
の
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
を
用

い
た
。

（
９
）
運
敞
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
は
、『
総
本
山
智
積
院
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』

と
『
総
本
山
智
積
院
運
敞
蔵
所
蔵
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
智
山
書
庫
に

は
計
十
二
部
（
す
べ
て
版
本
）、
運
敞
蔵
に
は
一
部
（
運
敞
自
筆
草
稿

本
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
史
料
、
特
に
運
敞
蔵
所
蔵
の
運
敞
自
筆
本
を
申
請
し
て
用
い
る
べ

き
で
あ
る
が
、
閲
覧
の
容
易
さ
等
を
考
慮
し
て
、『
智
山
全
書
』
巻
七

所
収
の
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』
を
用
い
た
。
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（
１0
）
こ
の
《
声
点
》
の
項
目
に
関
し
て
は
、
以
下
の
資
料
を
参
考
に
執
筆

し
た
。

	
・�
観
応
『
補
忘
記
』（『
第
七
回
智
山
・
豊
山
・
新
義
青
年
会
合
同
結

集
東
京
大
会
記
念　

新
義
真
言
論
義
資
料
集
』
合
同
結
集
東
京
大

会
実
行
委
員
会
（
一
九
九
五
）
所
収
）

	

・
大
山
公
淳
『
仏
教
音
楽
と
声
明
』（
一
九
五
九
）

	

・�

金
田
一
春
彦
『
日
本
語
音
韻
音
調
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
（
二

〇
〇
一
）

	

・�

桜
井
茂
治
『
新
義
真
言
宗
伝
『
補
忘
記
』
の
国
語
学
的
研
究
』
桜

楓
社
（
一
九
七
七
）

	

・�

沼
本
克
明
『
歴
史
の
彼
方
に
隠
さ
れ
た
濁
点
の
源
流
を
探
る
─
附
・

半
濁
点
の
源
流
─
』
汲
古
書
院
（
二
〇
一
三
）

	

・�

沼
本
克
明
『
帰
納
と
演
繹
と
の
は
ざ
ま
に
揺
れ
動
く
字
音
仮
名
遣

い
を
論
ず
─
字
音
仮
名
遣
い
入
門
─
』
汲
古
書
院
（
二
〇
一
四
）

（
１1
）
な
お
、
中
国
語
の
四
声
は
中
古
音
と
よ
ば
れ
る
時
代
の
声
調
に
基
づ

い
て
四
種
類
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
四
声
点
の
位
置
は
、

日
本
に
お
け
る
漢
音
読
み
の
場
合
の
四
声
点
の
位
置
と
お
お
よ
そ
一

致
す
る
。
日
本
で
最
も
権
威
の
あ
る
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
漢
和
辞
典
に
は
、
中
古
音
を
基
に
し
た
四
声

点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
呉
音
中
心
で
読
む
仏
教

典
籍
に
見
ら
れ
る
四
声
点
の
位
置
は
、
漢
和
辞
典
で
見
ら
れ
る
四
声

点
と
上
下
逆
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

（
１2
）
例
え
ば
、
上
下
の
声
点
の
関
係
に
よ
っ
て
四
声
点
ど
お
り
の
博
士
の

ま
ま
で
は
読
ま
な
い
「
出
合
」
と
い
う
法
則
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
も

そ
も
古
い
時
代
の
実
際
の
音
調
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、

当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
１3
）
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
朱
書
き
の
情
報
は
な
く
、
墨
書
き
、

す
な
わ
ち
頼
瑜
点
で
「
シ
テ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
朱
書
き
が
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
根
来
点
の
読
み
で
は
「
シ
テ
」
を
読
ま
ず
、「
展

転
上
生
す
」
と
読
ん
で
い
た
と
判
断
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
13
も
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
示
さ
れ
た
根
来
点
が

反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
１4
）
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
根
来
点
に
は
「
未
だ
此
れ
を
捨
て
て

能
く
得
る
も
の
有
ら
ず0

」
と
い
う
読
み
も
あ
る
。
こ
れ
は
堅
康
本
『
秘

蔵
宝
鑰
』
の
朱
書
き
の
読
み
「
未
だ
此
れ
を
捨
て
て
能
く
得
る
も
の

は0

有
ら
じ0

」
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
読
み
で
相
違
す
る
の
は
、

「
は
」
の
有
無
と
、「
未
」
の
字
を
再
読
し
た
読
み
が
「
ず
」
で
あ
る

か
「
じ
」
で
あ
る
か
で
あ
る
。「
は
」
の
有
無
に
関
し
て
は
、
一
字
の

み
で
あ
る
た
め
、
誤
写
（
書
き
落
と
し
）
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
ず
」
と
「
じ
」
の
相

違
に
つ
い
て
は
、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
は
、「
未
」
の
字
に
「
シ
」

と
ル
ビ
が
付
し
て
あ
る
た
め
、
明
ら
か
に
「
有
ら
じ
」
と
読
ん
で
い

た
こ
と
が
分
か
る
が
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
は
、「
未
」
の

字
に
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
有
ら
ず
」・「
有
ら

じ
」
の
い
ず
れ
で
読
ん
だ
の
か
、
こ
こ
で
は
判
断
が
で
き
な
い
。
よ

っ
て
、「
②
七
箇
所
の
朱
書
き
の
読
み
が
新
文
庫
本
に
み
ら
れ
な
い
も

の
」
に
一
応
は
分
類
し
た
も
の
の
、
実
に
は
同
一
の
読
み
で
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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